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序

　

本
稿
は
、
独
占
状
態
が
続
く
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
分
野
で
如
何
に
健
全
な
競
争
環
境
を
整
備
す
る
か
を
、
競
争
政
策
の
観
点
か
ら
検
討

す
る
論
文
で
あ（１
）る
。

　

音
楽
著
作
権
の
管
理
と
は
、
音
楽
（
曲
と
詞
）
の
著
作
権
を
持
つ
音
楽
作
家
（
作
曲
家
と
作
詞
家
）
や
音
楽
出
版
者
等
か
ら
演
奏
権
や
録

音
権
等
の
著
作
権
管
理
の
委
託
を
受
け
、
音
楽
の
利
用
者
に
対
す
る
利
用
許
諾
・
使
用
料
の
徴
収
・
権
利
者
へ
の
使
用
料
分
配
・
著
作
権
侵

害
の
監
視
・
著
作
権
侵
害
者
に
対
す
る
法
的
責
任
の
追
及
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
音
楽
に
関
す
る
著
作
権
を
管
理
す
る
業
務
の
こ
と
で
あ
る
。

　

日
本
の
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
（
ひ
と
昔
は
仲
介
業
務
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
は
半
世
紀
以
上
に
亘
り
実
質
上
公
的
独
占
状
態
に
あ
っ
た
た

め
、
古
い
管
理
体
制
が
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
追
い
付
か
ず
、
権
利
者
の
選
択
の
自
由
が
束
縛
さ
れ
て
し
ま
う
等
の
問
題
が
、
時
代
の
発
展
と
と

も
に
顕
在
化
し
て
い
た
。
独
占
管
理
状
態
が
も
た
ら
す
弊
害
を
解
消
す
る
た
め
に
、
著
作
権
等
管
理
事
業
法
が
制
定
さ
れ
、
管
理
事
業
の
規

制
緩
和
が
実
施
さ
れ
た
。

　
『
権
利
の
集
中
管
理
小
委
員
会
報
告
書
』
に
よ
れ
ば
、
音
楽
著
作
権
の
管
理
は
「
著
作
者
の
利
益
の
実
現
の
た
め
に
存
在
す
る
」
と
さ
れ

て
い（２
）る

。
著
作
権
等
管
理
事
業
法
の
制
定
に
よ
る
制
度
改
革
（
規
制
緩
和
）
の
目
的
は
簡
潔
に
言
う
と
、
日
本
音
楽
著
作
権
協
会
（
以
下
、

「JA
SRA

C

」
と
い
う
）
の
独
占
を
前
提
と
す
る
管
理
方
式
（
以
下
、「
独
占
的
管
理
方
式
」
と
い
う
）
か
ら
、「
著
作
者
が
自
ら
の
意
思
に

基
づ
き
著
作
権
管
理
の
方
法
や
著
作
権
管
理
団
体
を
選
択
で
き
」、「
複
数
の
著
作
権
管
理
団
体
が
こ
の
分
野
で
競
争
状
態
を
作
り
出
す
基
盤

を
整
え
る
」
方
式
（
以
下
、
こ
れ
を
「
競
争
的
管
理
方
式
」
と
い
い
、
そ
の
よ
う
な
方
式
を
実
現
す
る
政
策
を
「
競
争
的
管
理
政
策
」
と
い

う
）
へ
の
転
換
で
あ
る
。

　

日
本
音
楽
産
業
の
市
場
規
模
は
世
界
第
一
位
で
、
ア
メ
リ
カ
と
と
も
に
、
世
界
の
音
楽
市
場
を
牽
引
し
て
い（３
）る

。
全
国
各
地
の
放
送
局
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や
カ
ラ
オ
ケ
店
の
ほ
か
に
、
日
本
で
は
音
楽
の
演
奏
に
使
用
で
き
る
ホ
ー
ル
（
ス
タ
ジ
ア
ム
や
ア
リ
ー
ナ
を
含
ま
な
い
）
が
約
二
千
箇
所

以（４
）上

、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
が
四
千
軒
以（５
）上

、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
三
千
施
設
以
上
（
更
に
そ
れ
ら
に
出
店
し
て
い
る
衣
料
品
や

生
活
用
品
等
の
テ
ナ
ン
ト
総
数
は
一
五
万
以（６
）上
）、
飲
食
店
が
六
七
万
店
以
上
点
在
し
て
お（７
）り
、
楽
曲
は
こ
の
よ
う
に
全
国
各
地
あ
ら
ゆ
る

場
所
で
日
々
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
音
楽
に
対
す
る
巨
大
な
需
要
規
模
か
ら
、
音
楽
著
作
権
の
管
理
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
潜
在
力
が
非

常
に
大
き
い
事
業
分
野
で
あ
り
、
複
数
の
管
理
事
業
者
が
管
理
競
争
を
繰
り
広
げ
る
市
場
空
間
が
十
分
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　

本
稿
で
は
競
争
的
管
理
政
策
が
確
立
さ
れ
て
か
ら
既
に
一
六
年
経
過
し
た
現
在
も
、JA

SRA
C

の
独
占
状
態
が
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い

な
い
こ
と
に
着
眼
し
、
著
作
者
が
自
ら
の
意
思
に
基
づ
き
著
作
権
管
理
の
方
式
や
著
作
権
管
理
団
体
を
選
択
で
き
、
複
数
の
著
作
権
団
体
が

こ
の
分
野
で
競
争
状
態
を
作
り
出
す
基
盤
を
い
か
に
作
る
か
（
競
争
的
管
理
政
策
の
実
現
）
を
、
競
争
政
策
の
観
点
か
ら
検
討
し
改
善
策
の

提
案
を
試
み
る
。

　

全
体
は
五
章
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
第
一
章
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
音
楽
著
作
権
管
理
方
式
の
在
り
方
に
対
す

る
筆
者
の
認
識
と
理
解
を
示
し
た
上
で
、
競
争
的
管
理
政
策
の
観
点
か
ら
日
本
の
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
の
現
状
に
関
す
る
問
題
意
識
と
本

稿
の
目
的
を
明
ら
か
に
す
る
。
続
く
第
二
章
で
は
、
文
化
庁
の
役
割
や
著
作
権
等
管
理
事
業
法
の
更
な
る
改
正
に
は
限
界
が
あ
る
と
の
認
識

を
示
し
た
上
で
、
競
争
的
管
理
政
策
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
独
占
禁
止
法
の
適
用
を
含
む
競
争
政
策
の
観
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
検
討

す
べ
き
と
の
考
え
方
を
示
す
。
そ
こ
で
第
三
章
で
は
、
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
分
野
が
両
面
市
場
（
二
面
市
場
）
と
し
て
の
経
済
的
な
特
性

（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
や
ロ
ッ
ク
イ
ン
効
果
等
）
を
有
す
る
た
め
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
有
効
性
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ

て
そ
れ
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
に
基
づ
き
、
①
市
場
の
自
然
治
癒
機
能
②Contestability T

heory

③
独
占
禁
止
法

に
よ
る
私
的
独
占
の
規
制
④Essential Facilities D

octrine

の
導
入
⑤
独
占
禁
止
法
上
の
純
粋
構
造
規
制
で
あ
る「
独
占
的
状
態
の
規
制
」

と
い
う
、
競
争
政
策
の
観
点
か
ら
の
五
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
の
検
討
を
経
て
、
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
の
経
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済
的
な
特
性
を
考
慮
し
た
上
で
の
競
争
的
管
理
政
策
の
実
現
に
有
効
と
考
え
ら
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
独
占
的
状
態
の
規
制
（
純
粋
構

造
規
制
）
が
最
も
適
し
て
い
る
と
い
う
結
論
に
達
す
る
。
更
に
第
四
章
で
は
、
独
占
禁
止
法
第
二
条
第
七
項
の
法
解
釈
現
代
化
を
通
じ
て
音

楽
著
作
権
管
理
事
業
の
独
占
状
態
が
同
法
第
二
条
第
七
項
で
定
め
ら
れ
て
い
る
「
独
占
的
状
態
」
に
該
当
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す（８
）る
。
そ

の
上
で
第
五
章
で
は
、
競
争
の
創
出
に
有
効
か
つ
実
施
可
能
な
競
争
回
復
措
置
（
第
八
条
の
四
）
を
検
討
し
、
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
の
競

争
的
管
理
政
策
を
実
現
さ
せ
る
具
体
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
案
す
る
。

第
一
章　

音
楽
著
作
権
の
管
理
方
式
と
本
稿
の
問
題
意
識
・
目
的

第
一
節　

音
楽
著
作
権
の
管
理
方
式

　

音
楽
著
作
権
の
管
理
は
非
常
に
特
殊
な
事
業
分
野
で
あ
る
だ
け
に
、
如
何
な
る
管
理
方
式
を
用
い
る
か
に
つ
い
て
国
に
よ
り
様
相
が
異

な
っ
て
お
り
、
一
概
に
こ
れ
こ
そ
が
先
進
的
と
さ
れ
る
よ
う
な
管
理
方
式
が
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

依
然
と
し
て
音
楽
著
作
権
管
理
を
公
的
独
占
事
業
と
し
て
い
る
国
々
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
中
国
や
イ
タ
リ
ア
が
あ
り
、
中
国
で
は
中

国
音
楽
著
作
権
協
会
、
イ
タ
リ
ア
で
はSIA

E

に
よ
る
独
占
的
管
理
体
制
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
中
国
の
現
状
で
い
う
と
、
一
つ
の
団
体

に
よ
る
独
占
的
管
理
（
中
国
の
場
合
は
厳
密
に
言
う
と
、
内
部
分
担
の
あ
る
独
占
的
管
理
で
あ（９
）る
）
と
い
う
以
前
の
日
本
と
同
様
な
一
面
が

様
々
な
弊
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
た
（
（1
（

め
、
ア
メ
リ
カ
の
複
数
団
体
に
よ
る
競
争
的
管
理
や
日
本
の
規
制
緩
和
を
実
例
に
挙
げ
、
独
占
的
管
理

方
式
の
弊
害
に
対
す
る
規
制
を
求
め
る
社
会
世
論
や
学
説
意
見
が
広
が
り
つ
つ
あ
（
（1
（

る
（
以
前
の
日
本
と
似
た
道
を
辿
っ
て
い
る
中
国
の
音
楽

著
作
権
管
理
事
業
に
と
っ
て
規
制
緩
和
後
に
は
、
現
在
日
本
が
直
面
し
て
い
る
課
題
に
中
国
も
い
ず
れ
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
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の
で
、
日
本
の
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
に
お
け
る
競
争
の
育
成
研
究
は
今
後
中
国
の
管
理
体
制
改
革
の
参
考
に
も
な
る
と
考
え
ら
れ
（
（1
（

る
）。

　

ま
た
、
支
分
権
ご
と
に
異
な
る
一
つ
の
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
分
散
的
に
管
理
し
て
い
る
（
支
分
権
ご
と
の
独
占
的
管
理
状
態
）
国
々
も
あ

る
（
欧
米
の
場
合
は
演
奏
権
［
上
演
権
・
上
映
権
・
公
衆
送
信
権
・
伝
達
権
・
口
述
権
］
と
録
音
権
［
頒
布
権
・
貸
与
権
・
出
版
権
・
譲
渡

権
］の
二
本
を
軸
に
音
楽
の
著
作
権
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
（
（1
（

る
）。
代
表
国
と
し
て
デ
ン
マ
ー
ク
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
あ
り
、

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
演
奏
権
はN

CB

で
録
音
権
はK

O
D
A

、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
演
奏
権
はA

PRA

で
録
音
権
はA

M
CO
S

と
そ
れ
ぞ

れ
管
理
さ
れ
て
い
る
。

　

他
方
で
、
競
争
的
な
管
理
を
行
っ
て
い
る
国
々
も
存
在
し
て
い
る
。
ま
ず
、
特
定
の
支
分
権
に
つ
い
て
複
数
事
業
者
が
競
争
的
に
管
理
し

て
い
る
代
表
国
は
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。
同
国
で
は
、
作
品
の
実
演
権
を
管
理
す
る
団
体
と
し
てA

SCA
P

、BM
I

、SESA
C

、
録
音
権
を

管
理
す
る
団
体
と
し
てFO

X

、A
M
RA

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
団
体
は
契
約
自
由
の
も
と
で
楽
曲
の
権
利
者
及
び
利
用
者
と
契
約
し
、
互
い

に
競
争
し
合
う
関
係
に
あ
（
（1
（

る
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
録
音
権
はA

ustro-M
echana

とLiterar-M
echana

の
競
争
的
な
管
理
構
造

と
な
っ
て
お
り
（
演
奏
権
はA

K
M

が
管
理
）、
カ
ナ
ダ
で
は
録
音
権
はCM

RRA

とSO
D
RA
C

が
競
争
的
に
管
理
し
て
い
る
（
演
奏
権

はSO
CA
N

が
管
理
）。

　

次
に
各
支
分
権
を
す
べ
て
管
理
で
き
る
事
業
者
が
複
数
存
在
し
、
競
争
的
な
管
理
構
造
と
な
っ
て
い
る
国
も
あ
る
。
代
表
的
な
国
と
し
て

例
え
ば
ブ
ラ
ジ
ル
で
はA

M
A
R

、SBA
CEM

、SBA
T

、SICA
M

、U
BC

の
五
社
が
演
奏
権
と
録
音
権
を
す
べ
て
管
理
し
て
い
る
。
台

湾
で
は
、（
作
詞
・
作
曲
の
）「
音
樂
著
作
」
は
中
華
音
楽
著
作
権
仲
介
協
会
（M

Ü
ST

）
や
台
湾
音
楽
著
作
権
協
会
（T

M
CS

）
に
よ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
管
理
さ
れ
て
い
る
（
な
お
、
新
た
な
管
理
団
体
の
創
設
も
論
議
さ
れ
て
い
る
）。

　

こ
の
よ
う
に
、（
競
争
的
な
管
理
方
式
か
、
独
占
的
な
管
理
方
式
か
）
如
何
な
る
音
楽
著
作
権
管
理
方
式
を
選
択
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、

そ
の
国
の
歴
史
文
化
や
政
策
・
経
済
体
制
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
た
め
、
一
律
の
基
準
で
妥
当
如
何
を
論
じ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
自
国
に
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適
し
た
政
策
決
定
の
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
（
（1
（

る
。

　

し
か
し
、
音
楽
産
業
の
売
り
上
げ
シ
ェ
ア
が
世
界
第
一
位
と
第
二
位
（
併
せ
る
と
全
体
シ
ェ
ア
の
半
分
以
上
）
を
占
め
、
世
界
の
音
楽
市

場
を
牽
引
す
る
日
米
両
国
は
競
争
的
管
理
方
式
を
採
用
し
て
い
る
（
た
だ
し
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
両
国
の
競
争
的
管
理
体
制
に
至
る
ま
で
の

経
緯
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
日
本
の
場
合
は
実
務
的
に
は
ま
だ
改
革
途
中
で
は
あ
る
が
、
制
度
的
に
は
独
占
的
管
理
方
式
か
ら
競
争
的
管

理
方
式
へ
の
改
革
が
実
施
さ
れ
て
い
る
）。
今
後
音
楽
市
場
規
模
の
拡
大
が
予
想
さ
れ
競
争
的
管
理
体
制
の
導
入
を
求
め
る
声
が
日
々
高
ま

る
中
国
が
周
辺
国
に
与
え
る
影
響
等
を
考
え
る
と
、
今
後
は
如
何
に
独
占
的
な
管
理
か
ら
競
争
的
な
管
理
へ
の
移
行
改
革
を
貫
徹
し
競
争
環

境
を
創
出
す
る
か
が
、
音
楽
産
業
大
国
の
日
本
に
と
っ
て
も
ま
す
ま
す
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
競
争
的
管
理
方

式
と
い
う
方
向
性
を
前
提
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

第
二
節　

本
稿
の
問
題
意
識
と
目
的

　

既
述
の
よ
う
に
、
日
本
音
楽
産
業
の
市
場
規
模
は
世
界
第
一
位
で
、
ア
メ
リ
カ
と
と
も
に
、
世
界
の
音
楽
市
場
を
牽
引
し
て
い
る
。
こ
れ

ほ
ど
巨
大
な
日
本
音
楽
コ
ン
テ
ン
ツ
の
ビ
ジ
ネ
ス
基
盤
を
支
え
て
い
る
著
作
権
管
理
事
業
は
、
一
九
三
九
年
の
「
著
作
権
に
関
す
る
仲
介
業

務
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
が
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
参
入
規
制
に
よ
り
音
楽
著
作
権
管
理
市
場
で
は
、JA

SRA
C

と

い
う
管
理
団
体
し
か
存
在
せ
ず
、
こ
の
よ
う
な
公
的
保
護
に
よ
る
独
占
状
態
（
実
質
上
の
公
的
独
占
）
は
二
〇
〇
一
年
の
「
著
作
権
等
管
理

事
業
法
」
の
施
行
ま
で
続
い
て
い
（
（1
（

た
。
こ
の
新
法
の
施
行
に
よ
り
、
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
分
野
は
制
度
上
に
お
い
て
は
、
公
的
独
占
か
ら

自
由
競
争
へ
と
規
制
緩
和
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
政
府
に
よ
る
規
制
緩
和
の
理
由
は
、
著
作
権
審
議
会
に
設
置
さ
れ
た
権
利
の
集
中
管
理

小
委
員
会
で
ま
と
め
ら
れ
た
『
管
理
報
告
書
』
で
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。『
管
理
報
告
書
』
は
法
改
正
（
規
制
緩
和
）
に
具
体
的
な
指
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針
と
方
向
性
を
示
す
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
（
（1
（

り
、
実
際
に
著
作
権
等
管
理
事
業
法
の
枠
組
み
も
『
管
理
報
告
書
』
の
提
言
通
り
に
構
成
さ
れ

て
い
（
（1
（

る
。
規
制
緩
和
の
指
針
及
び
理
由
に
つ
い
て
『
管
理
報
告
書
』
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
）。

　
　
（
筆
者
注
：
著
作
者
の
選
択
利
益
の
重
視
に
つ
い
て
）

　
「
…
…
著
作
権
等
の
管
理
団
体
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
…
…
権
利
者
の
保
護
と
公
正
な
利
用
の
確
保
と
い
う
両
面
に
配
慮
し
つ
つ
、

い
か
な
る
制
度
が
適
切
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
（
（1
（

る
」。

　
「
多
数
の
著
作
者
か
ら
委
託
を
受
け
著
作
権
管
理
を
行
う
団
体
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
…
…
当
該
団
体
の
活
動
は
著
作
者
の
利
益
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
利
用
者
に
と
っ
て
も
当
該
団
体
は
優
越
的
な
地
位
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

そ
の
権
利
行
使
の
あ
り
方
は
利
用
者
の
利
益
や
適
切
な
利
用
秩
序
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
（
（2
（

る
」。

　
「
著
作
権
管
理
は
著
作
者
の
利
益
の
実
現
の
た
め
に
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
著
作
権
管
理
団
体
が
管
理
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
も
ま

ず
著
作
者
の
意
思
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
。
…
…
著
作
者
が
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
適
切
な
著
作
権
管
理
の
方
法
や
著
作
権
管
理
団
体

を
選
択
す
る
自
由
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
。
著
作
者
の
意
思
を
尊
重
し
た
著
作
権
管
理
事
業
で
あ
る
た
め
に
は
、
著
作
者
が
自
ら
の
意

0

0

0

0

0

0

0

0

思
に
基
づ
き
著
作
権
管
理
の
方
法
や
著
作
権
管
理
団
体
を
選
択
で
き
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

必
要
が
あ
（
（2
（

り
…
…
」。

　
　
（
競
争
的
料
金
設
定
の
重
視
に
つ
い
て
）

　
「
著
作
物
の
利
用
許
諾
に
関
す
る
著
作
権
管
理
団
体
と
利
用
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
商
品
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、［
ア
］

…
…
一
般
的
に
著
作
権
管
理
団
体
の
立
場
は
利
用
者
よ
り
優
位
に
な
り
や
す
い
こ
と
、［
イ
］
著
作
物
は
嗜
好
性
が
強
く
て
代
替
性
が

低
く
、
し
か
も
一
任
型
の
権
利
委
託
の
場
合
に
は
事
実
上
同
一
の
著
作
物
の
著
作
権
（
支
分
権
）
を
複
数
の
管
理
団
体
が
管
理
す
る
こ
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と
は
な
い
の
で
、
ア
の
状
況
は
さ
ら
に
強
ま
る
こ
と
…
…
、［
ウ
］
使
用
料
に
は
原
価
と
い
う
概
念
が
成
り
立
た
ず
、
一
般
の
商
品
の

よ
う
に
原
価
に
適
正
利
潤
を
上
乗
せ
す
る
な
ど
の
よ
う
に
客
観
的
な
使
用
料
決
定
基
準
が
な
い
の
で
、
著
作
権
管
理
団
体
の
恣
意
的
な

使
用
料
設
定
が
お
こ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。」「
認
可
制
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
届
出
制
の
も

と
で
複
数
の
著
作
権
管
理
団
体
が
こ
の
分
野
で
競
争
状
態
を
作
り
出
す
基
盤
を
整
え
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
と
も
に
、
著
作
権
管
理
団
体
と
利
用
者
団
体

と
の
協
議
に
よ
り
使
用
料
の
設
定
を
可
能
に
す
る
制
度
を
法
律
上
可
能
に
す
る
こ
と
が
、
使
用
料
の
高
騰
か
ら
利
用
者
を
保
護
し
適
正

な
使
用
料
を
設
定
す
る
仕
組
み
を
整
え
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
（
（2
（

る
。」。

　

右
記
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
に
お
け
る
制
度
改
革
（
規
制
緩
和
）
の
目
的
は
簡
潔
に
言
う
と
、
従
来
の

JA
SRA

C

の
独
占
を
前
提
と
す
る
独
占
的
管
理
方
式
か
ら
、「
著
作
者
が
自
ら
の
意
思
に
基
づ
き
著
作
権
管
理
の
方
法
や
著
作
権
管
理
団
体

を
選
択
で
き
」、「
複
数
の
著
作
権
管
理
団
体
が
こ
の
分
野
で
競
争
状
態
を
作
り
出
す
基
盤
を
整
え
る
」競
争
的
管
理
方
式
へ
の
転
換
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
独
占
的
管
理
方
式
よ
り
も
、
競
争
的
管
理
方
式
の
ほ
う
が
日
本
の
管
理
事
業
に
と
っ
て
良
い
と
考
え
ら
れ
る
選
択
肢
で
あ
る

と
い
う
見
解
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
（
（2
（

る
。

　

と
こ
ろ
が
、
独
占
的
管
理
方
式
か
ら
競
争
的
管
理
方
式
へ
と
い
う
政
策
方
針
の
転
換
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
著
作
権
等
管
理
事
業
法
の
施
行

か
ら
既
に
一
六
年
経
過
し
た
現
在
もJA

SRA
C

に
よ
る
独
占
状
（
（2
（

態
が
続
い
て
い
る
。
規
制
緩
和
の
当
初
は
、
改
革
の
波
に
乗
ろ
う
と
し
て

イ
ー
ラ
イ
セ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
ズ
（
以
下
、「e-License

」
と
い
う
）
や
ジ
ャ
パ
ン
・
ラ
イ
ツ
・
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
（
以
下
、「JRC

」
と
い
う
）

等
の
新
規
事
業
者
が
参
入
を
試
み
た
が
、
そ
れ
以
降
は
新
た
な
参
入
事
業
者
が
現
れ
て
い
な
い
（JA

SRA
C

に
対
抗
す
る
た
め
に
、
右
記

二
社
も
二
〇
一
六
年
に
事
業
統
合
し
（
（2
（

た
）。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
も
た
ら
し
た
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
か
、
そ
し
て
競
争
的
管
理
政
策
の
実
現
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の
た
め
に
ど
う
対
処
す
べ
き
か
の
検
討
が
本
稿
の
問
題
意
識
と
目
的
で
あ
る
。

第
二
章　

公
的
独
占
事
業
分
野
に
お
け
る
分
割
再
編
と
事
業
法
規
制

　

公
的
独
占
事
業
分
野
（
規
制
事
業
分
野
）
で
競
争
者
の
参
入
環
境
を
整
備
し
健
全
な
競
争
を
育
成
す
る
た
め
に
、
過
去
に
お
い
て
は
規
制

緩
和
だ
け
で
な
く
、
従
来
の
公
的
独
占
事
業
者
に
よ
る
市
場
支
配
力
の
濫
用
に
対
す
る
規
制
立
法
や
分
割
再
編
が
ま
ず
も
っ
て
行
わ
れ
て
い

た
。
音
楽
著
作
権
の
管
理
競
争
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
に
お
い
て
、
分
割
再
編
が
実
施
さ
れ
て
い
た
か
、
市

場
支
配
力
の
濫
用
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
法
規
制
を
導
入
し
て
い
る
か
が
、
最
初
に
議
論
さ
れ
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
一
節　

分
割
再
編

　

従
来
の
公
的
規
制
分
野
に
お
い
て
競
争
者
の
参
入
環
境
を
整
備
し
健
全
な
競
争
を
育
成
す
る
に
は
分
割
再
編
が
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。
実

際
、
電
気
通
信
事
業
分
野
も
旅
客
鉄
道
輸
送
分
野
も
、
規
制
緩
和
と
と
も
に
独
占
事
業
者
に
対
す
る
分
割
再
編
が
実
施
さ
れ
た
（
政
府
主
導

の
企
業
分
割
に
よ
る
複
数
事
業
者
の
創
出
）。
こ
こ
で
は
電
気
通
信
事
業
分
野
の
分
割
再
編
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
る
。

　

電
気
通
信
事
業
の
競
争
は
日
本
電
信
電
話
公
社
（
以
下
、「
電
電
公
社
」
と
い
う
）
の
民
営
化
に
始
ま
（
（2
（

り
、
分
割
再
編
か
ら
生
ま
れ
た
も

の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
競
争
を
創
出
す
る
た
め
に
、
最
初
の
方
策
と
し
て
一
九
八
四
年
一
二
月
二
〇
日
に
「
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

法
」（
の
ち
に
「
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
等
に
関
す
る
法
律
」
に
名
称
変
更
さ
れ
た
）
が
成
立
し
電
電
公
社
は
民
営
化
さ
れ
た
（
（2
（

が
、
そ
の

後
の
五
年
間
に
市
外
電
話
サ
ー
ビ
ス
等
に
お
い
て
新
規
参
入
が
起
き
た
も
の
の
、
規
制
緩
和
に
よ
る
競
争
創
出
の
問
題
点
も
次
の
よ
う
に
浮
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き
彫
り
と
な
っ
（
（2
（

た
。

　
（
ア
）N

T
T

は
巨
大
な
独
占
事
業
者
：
①
「
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
巨
大
企
業
」、
②
「
電
気
通
信
の
す
べ
て
の
分
野
で
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行

う
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
極
め
て
高
い
シ
ェ
ア
を
有
し
て
い
る
」、
③
「
多
数
の
企
業
と
深
い
関
係
を
築
い
て
い
る
こ
と
等
、
電

気
通
信
産
業
の
み
な
ら
ず
社
会
経
済
全
体
に
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
い
る
」。

　
（
イ
）
特
異
な
市
場
構
造
：「
電
気
通
信
市
場
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
成
、
性
格
等
に
よ
り
、
独
占
的
傾
向
の
強
い
分
野
と
、
比
較
的
競
争

に
な
じ
み
や
す
い
分
野
に
区
分
さ
れ
（
（2
（

る
」。

　

こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
分
割
実
施
以
前
の
電
気
通
信
事
業
が
現
在
の
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
の
状
態
と
非
常
に
近
い
と
思
わ
れ
る
点
で

あ
（
（3
（

る
。

　

右
記
の
問
題
点
（
言
い
換
え
る
と
規
制
緩
和
に
よ
る
競
争
創
出
の
限
界
性
）
に
対
す
る
方
策
と
し
て
「
市
内
通
信
部
門
と
競
争
的
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
部
門
と
を
分
離
し
、
競
争
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
部
門
を
新
事
業
者
と
同
様
の
位
置
づ
け
と
す
る
措
置
、
方
策
を
講
ぜ
ざ

る
を
え
な
い
」「
市
内
通
信
部
門
に
つ
い
て
は
…
…
そ
の
巨
大
・
独
占
性
の
弊
害
を
除
去
し
、
経
営
効
率
性
及
び
技
術
革
新
を
促
進
す
る
た

め
の
措
置
、
方
策
を
講
ず
る
…
…
適
正
管
理
規
模
の
観
点
か
ら
も
、
複
数
に
再
編
成
す
る
こ
と
は
引
き
続
き
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
」
と

い
う
結
論
が
ま
と
め
ら
れ
（
（3
（

た
。

　

そ
の
後
、
公
正
取
引
委
員
会
の
情
報
通
信
分
野
競
争
政
策
研
究
会
が
公
表
し
た
「
電
気
通
信
分
野
に
お
け
る
競
争
政
策
上
の
課
題
に
つ
い

て
」
と
い
う
報
告
書
も
、「
電
気
通
信
事
業
は
、
昭
和
六
〇
年
の
制
度
改
革
後
約
一
〇
年
が
経
過
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
競
争
が
十
分
に

機
能
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
」
と
そ
れ
ま
で
の
規
制
改
革
の
限
界
性
を
指
摘
し
、「
早
急
に
抜
本
的
な
内
容
の
規
制
緩
和
策
及
び
競
争
条

件
の
整
備
等
の
た
め
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
必
要
」
と
の
見
解
を
示
し
（
（3
（

た
（
当
時
に
お
け
る
電
気
通
信
事
業
の
状
況
は
、
現
在
も
依
然
と
し
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てJA
SRA

C

が
独
占
し
て
い
る
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
の
状
況
に
似
通
っ
て
い
る
）。
更
に
電
気
通
信
審
議
会
も
「
現
行N

T
T

を
長
距
離

通
信
会
社
と
二
社
の
地
域
会
社
に
再
編
成
」
す
べ
き
と
す
る
明
確
な
提
言
を
行
っ
（
（3
（

た
。

　

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
旧
郵
政
省
は
一
九
九
六
年
一
二
月
六
日
に
「N
T
T

再
編
成
に
つ
い
て
の
方
針
」
を
公
表
し
、「
日
本
電
信
電
話

株
式
会
社
（
以
下N

T
T

と
呼
ぶ
）
を
純
粋
持
株
会
社
の
下
に
、
長
距
離
通
信
会
社
と
二
の
地
域
通
信
会
社
に
再
編
成
す
る
」
方
針
を
固
め

た
。
他
方
でN

T
T

が
再
編
成
に
応
じ
る
に
は
独
占
禁
止
法
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
（
持
株
会
社
の
解
禁
）
が
前
提
で
あ
る
た
め
、
一
九
九
七

年
二
月
に
持
株
会
社
の
原
則
解
禁
を
持
ち
込
ま
れ
た
連
立
与
党
案
「
独
占
禁
止
法
改
正
に
関
す
る
三
党
合
意
」（
及
び
租
税
特
別
措
置
等
）

が
発
表
さ
れ
（
の
ち
に
第
一
四
〇
回
国
会
に
提
出
）、N
T
T

再
編
の
運
び
と
な
っ
（
（3
（

た
。

　

他
方
で
、
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
に
関
し
て
競
争
的
管
理
政
策
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
規
制
緩
和
後
もJA

SRA
C

の
独
占
状
態
が
続

い
て
い
る
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
分
割
再
編
の
議
論
す
ら
行
わ
れ
て
い
な
い
。

第
二
節　

事
業
法
の
規
制

　

本
来
、
法
的
視
点
か
ら
言
え
ば
、
競
争
的
管
理
政
策
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
仲
介
業
務
法
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
著
作
権
等
管
理
事
業
法

の
運
用
強
化
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
法
は
あ
く
ま
で
も
競
争
者
の
出
現
（
言
い
換
え
る
と
新
規
参
入
）
に
主
眼
を
置
い
た
法

律
で
あ
る
た
め
、
必
ず
し
も
参
入
後
に
お
け
る
既
存
事
業
者
と
の
競
争
を
前
提
に
競
争
プ
ロ
セ
ス
の
育
成
に
十
分
に
配
慮
し
た
法
律
と
は
言

え
な
い
。
例
え
ば
、
電
気
通
信
事
業
に
お
い
て
「
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
等
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、「N

T
T

法
」
と
い
う
）
や
電
気

通
信
事
業
法
が
制
定
さ
れ
て
お
り
、「
競
争
の
促
進
」
と
い
う
政
策
基
調
が
鮮
明
に
打
ち
立
て
ら
れ
て
い
（
（3
（

る
。

　

N
T
T

法
は
公
正
な
競
争
を
確
保
す
る
た
め
に
現
在
（
二
〇
一
六
年
時
点
）
で
も
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
（
以
下
、「N

T
T

持
株
会
社
」
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と
い
う
）
及
び
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
及
び
西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
（
以
下
、「N

T
T

東
西
」
と
い
う
）
に
対
し
て
業
務
内
容
等

の
規
制
を
行
っ
て
い
る
（
同
法
は
複
数
回
の
改
正
を
経
て
現
行
法
に
至
っ
て
い
る
が
、
旧N

T
T

法
で
は
認
可
制
を
導
入
す
る
等
非
常
に
厳

格
な
規
制
を
敷
い
て
い
た
（
（3
（
）。

　

電
気
通
信
事
業
法
は
、「
公
正
な
競
争
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
電
気
通
信
役
務
の
円
滑
な
提
供
を
確
保
す
る
…
…
」
と
い
う
同
法
第

一
条
の
規
定
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
公
正
な
競
争
を
促
進
す
る
こ
と
を
「
手
段
的
目
的
」
と
位
置
づ
け
て
い
（
（3
（

る
。
同
法
に
お
い
て
「
公
正

な
競
争
を
促
進
す
る
」
措
置
と
し
て
、
市
場
支
配
的
な
電
気
通
信
事
業
者
を
予
め
特
定
し
て
一
定
の
規
制
を
通
常
の
電
気
通
信
事
業
者
と
は

非
対
称
的
に
課
す
と
い
う
非
対
称
規
制
の
制
度
を
設
け
て
い
（
（3
（

る
。

　

他
方
で
、
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
を
規
制
す
る
著
作
権
等
管
理
事
業
法
は
、
同
法
の
趣
旨
を
定
め
る
第
一
条
（「
業
務
の
適
正
な
運
営
を

確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
著
作
権
及
び
著
作
隣
接
権
の
管
理
を
委
託
す
る
者
を
保
護
す
る
…
…
」）
と
電
気
通
信
事

業
法
の
第
一
条
を
比
較
す
る
と
明
ら
か
な
よ
う
に
、
政
策
実
現
方
法
に
お
い
て
は
電
気
通
信
事
業
法
が
「
そ
の
公
正
な
競
争
を
促
進
す
る
こ

と
」
を
政
策
手
段
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
著
作
権
等
管
理
事
業
法
が
「
業
務
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
」

を
政
策
方
法
と
し
て
お
り
、
両
法
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
著
作
権
等
管
理
事
業
法
に
お
い
て
文
化
庁
長
官
は
主
に
次
の
よ
う
な
措
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
登
録
申
請
書
若
し
く
は

そ
の
添
付
書
類
の
う
ち
に
虚
偽
の
記
載
等
が
あ
っ
た
場
合
に
管
理
事
業
の
登
録
を
拒
否
す
る
（
同
法
第
六
条
）、
前
記
の
違
法
行
為
や
命
令

違
反
等
が
あ
っ
た
場
合
に
登
録
の
取
消
し
又
は
管
理
事
業
の
停
止
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
第
二
一
条
）、
届
出
に
係
る
使
用
料
規

程
が
著
作
物
等
の
円
滑
な
利
用
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
そ
の
実
施
禁
止
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
第

一
四
条
）、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
著
作
権
等
管
理
事
業
者
に
対
し
そ
の
業
務
若
し
く
は
財
産
の
状
況
に
関
し
報
告
さ

せ
又
は
著
作
権
等
管
理
事
業
者
の
事
業
所
に
立
入
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
第
一
九
条
）、
著
作
権
等
管
理
事
業
者
の
業
務
の
運
営
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に
関
し
委
託
者
又
は
利
用
者
の
利
益
を
害
す
る
事
実
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
委
託
者
又
は
利
用
者
の
保
護
の
た
め
必
要
な
限
度
に
お
い
て

当
該
著
作
権
等
管
理
事
業
者
に
対
し
管
理
委
託
契
約
約
款
又
は
使
用
料
規
程
の
変
更
そ
の
他
業
務
の
運
営
の
改
善
に
必
要
な
措
置
を
と
る
べ

き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
第
二
〇
条
）、
利
用
者
代
表
が
協
議
を
求
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
指
定
著
作
権
等
管
理
事
業
者
が

当
該
協
議
に
応
じ
ず
又
は
協
議
が
成
立
し
な
か
っ
た
場
合
に
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
は
そ
の
協
議
の
開
始
又
は
再
開
を
命
ず
る
こ
と
（
同
法

第
二
三
条
第
四
項
）、
そ
れ
で
も
協
議
が
成
立
せ
ず
そ
の
当
事
者
か
ら
裁
定
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
裁
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
第

二
四
条
）
等
。

　

右
記
の
整
理
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
著
作
権
等
管
理
事
業
法
は
管
理
事
業
者
と
ユ
ー
ザ
ー
（
楽
曲
の
委
託
者
と
利
用
者
）
の
関
係
に

焦
点
を
合
わ
せ
た
規
制
の
み
行
っ
て
お
り
、
電
気
通
信
事
業
法
等
に
お
け
る
よ
う
な
既
存
独
占
事
業
者
と
新
規
参
入
事
業
者
の
パ
ワ
ー
バ
ラ

ン
ス
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
非
対
称
規
制
の
制
度
を
用
意
し
て
い
な
い
（
管
理
事
業
法
の
趣
旨
が
規
定
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
参
入
が

起
こ
る
も
の
と
考
え
て
弊
害
だ
け
規
制
す
れ
ば
足
り
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
ろ
う
）。

第
三
節　

競
争
環
境
の
整
備
に
お
け
る
主
務
官
庁
の
責
務

　

従
来
の
独
占
状
態
が
温
存
さ
れ
、
著
作
権
等
管
理
事
業
法
も
管
理
業
務
の
運
営
自
体
に
重
き
を
置
く
中
で
、
競
争
環
境
の
整
備
に
は
主
務

官
庁
の
役
割
が
い
っ
そ
う
期
待
さ
れ
て
い
る
。
競
争
の
保
護
と
促
進
は
公
正
取
引
委
員
会
の
責
務
で
あ
る
な
ら
、
競
争
が
生
ま
れ
る
前
提
と

な
る
競
争
事
業
者
（JA

SRA
C

の
競
争
相
手
）
の
育
成
等
競
争
環
境
の
整
備
は
監
督
官
庁
で
あ
る
文
化
庁
の
責
務
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

著
作
権
等
管
理
事
業
法
の
付
帯
決
議
に
お
い
て
も
、
関
係
省
庁
の
役
割
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
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参
議
院
で
の
附
帯
決
議

　
「
一　

…
…
著
作
権
思
想
の
普
及
・
啓
発
に
一
層
努
め
る
と
と
も
に
、
著
作
権
等
管
理
事
業
者
の
健
全
な
育
成
が
図
ら
れ
る
よ
う
そ

の
環
境
の
整
備
に
努
め
る
こ
と
。

…
…

　

七　

著
作
権
等
管
理
事
業
者
間
の
公
正
な
競
争
の
確
保
及
び
著
作
権
等
管
理
事
業
者
の
利
用
者
に
対
す
る
優
越
的
地
位
の
濫
用
の
防

止
を
図
る
た
め
、
独
占
禁
止
法
に
基
づ
き
公
正
取
引
委
員
会
を
始
め
と
す
る
関
係
省
庁
が
協
力
し
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
…
…
。」。

衆
議
院
で
の
附
帯
決
議

　
「
一　

…
…
著
作
権
思
想
の
一
層
の
普
及
、
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
著
作
権
等
管
理
事
業
者
の
健
全
な
育
成
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

特
に
そ
の
環
境
整
備
に
努
め
…
…
。

…
…

　

三　

著
作
権
等
管
理
事
業
者
間
の
自
由
か
つ
公
正
な
競
争
の
確
保
、
著
作
権
等
管
理
事
業
者
の
利
用
者
に
対
す
る
優
越
的
地
位
の
濫

用
の
防
止
及
び
著
作
物
等
の
利
用
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
公
正
取
引
委
員
会
を
は
じ
め
関
係
省
庁
が
協
力
し
て
適
切
な
措
置
を
講
ず

る
…
…
。」。

　

右
記
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
分
野
に
お
け
る
競
争
環
境
の
整
備
に
は
、
公
正
取
引
委
員
会
だ
け
で
な
く
、
主

務
官
庁
で
あ
る
文
化
庁
の
役
割
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る
独
占
禁
止
法
の
適
用
が
強
化
さ
れ
て

い
る
一
方
、
文
化
庁
に
お
い
て
は
音
楽
著
作
権
事
業
の
競
争
環
境
の
整
備
に
対
す
る
有
効
と
思
わ
れ
る
方
策
が
執
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で

あ
（
（3
（

る
（
有
効
な
方
策
が
執
ら
れ
て
い
た
ら
、
競
争
的
管
理
政
策
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ずJA

SRA
C

に
よ
る
独
占
状
態
が
続
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く
よ
う
な
こ
と
は
考
え
ら
れ
に
く
（
（4
（

い
）。

　

例
え
ば
現
在
、JA

SRA
C

の
包
括
契
約
を
巡
る
排
除
型
私
的
独
占
事
件
（
審
判
審
決
平
成
二
四
年
六
月
一
二
日
審
決
集
五
九
巻
第
一
分

冊
五
九
頁
、東
京
高
判
平
成
二
五
年
一
一
月
一
日
判
時
二
二
〇
六
号
三
七
頁
、最
判
平
成
二
七
年
四
月
二
八
日
民
集
六
九
巻
三
号
五
一
八
頁
）

が
、
最
高
裁
判
決
を
受
け
て
公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る
再
審
が
行
わ
れ
て
お
り
（
以
下
、
本
件
を
「JA

SRA
C

事
件
」
と
い
う
）、
公
正
取

引
委
員
会
が
如
何
な
る
審
決
を
出
す
か
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、JA

SRA
C

事
件
の
審
理
が
（
二
〇
一
六
年
時
点
で
）
既
に
八
年
経
過
し
て
お
り
、
こ
の
間
全
曲
報
告
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、

JA
SRA

C

が
既
にe-License
や
放
送
局
と
の
間
で
「
放
送
分
野
で
の
音
楽
の
利
用
割
合
算
出
方
法
に
関
し
放
送
事
業
者
等
と
合
意
」
に
達

し
て
お
り
（
二
〇
一
五
年
九
月
一
八
日
）、
私
的
独
占
の
排
除
行
為
と
し
て
争
わ
れ
て
い
る
「
放
送
利
用
割
合
」
を
反
映
し
な
い
包
括
徴
収

行
為
自
体
は
既
に
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
当
該
行
為
の
違
法
性
は
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
東
日
本FT

T
H

事
件
（
審
判
審
決
平

成
一
九
年
三
月
二
六
日
審
決
集
五
三
巻
二
〇
六
七
頁
、
最
判
平
成
二
二
年
一
二
月
一
七
日
民
集
六
四
巻
八
号
二
〇
六
七
頁
）
の
よ
う
に
、
格

別
の
措
置
を
命
じ
な
い
と
い
う
可
能
性
が
大
き
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
で
、
審
理
に
か
か
っ
た
長
い
年
月
や
司
法

コ
ス
ト
を
考
え
る
と
、
仮
に
文
化
庁
が
公
正
取
引
委
員
会
と
連
携
し
て
問
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
た
ら
、JA

SRA
C

事
件
は
早
い
段

階
で
効
率
的
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

先
般
の
最
高
裁
判
決
の
判
示
（
最
判
平
成
二
七
年
四
月
二
八
日
民
集
六
九
巻
三
号
五
一
八
頁
）
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
、JA

SRA
C

事
件
に
お
い
て
「
放
送
使
用
料
の
追
加
負
担
に
よ
っ
て
放
送
事
業
者
に
よ
る
他
の
管
理
事
業
者
の
管
理
楽
曲
の
…
…
選
択
の
制
限
や
利
用
の

抑
制
が
惹
起
さ
れ
る
仕
組
み
の
在
り
方
」
を
改
め
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
。「
放
送
利
用
割
合
」
を
反
映
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
審
決

と
高
裁
判
決
の
事
実
認
定
に
も
あ
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
が
実
際
に
存
在
す
る
他
分
野
の
利
用
割
合
を
基
準
に
控
除
額
を
算
出
す
る
方
式
（
（4
（

や
、

e-License

管
理
楽
曲
の
利
用
分
額
だ
け
を
曲
別
に
控
除
す
る
方
式
（
（4
（

等
（e-License
の
実
際
利
用
分
だ
け
の
控
除
と
、「
放
送
利
用
割
合
」
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で
の
控
除
と
は
、
全
く
性
質
が
異
な
る
方
（
（4
（

式
で
あ
る
）、
い
ず
れ
も
放
送
事
業
者
の
追
加
負
担
を
回
避
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
上
記
い

ず
れ
か
の
方
式
の
一
つ
で
も
、
文
化
庁
が
介
入
す
れ
ば
順
当
に
導
入
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

JA
SRA

C
の
管
理
楽
曲
が
圧
倒
的
に
多
い
と
は
い
え
、e-License

が
ヒ
ッ
ト
曲
を
全
く
保
有
し
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し

ろ
エ
イ
ベ
ッ
ク
ス
・
グ
ル
ー
プ
か
ら
人
気
曲
を
複
数
委
託
管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
事
実
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
現
行

の
総
使
用
料
率
は
変
わ
ら
ず
、JA

SRA
C

へ
の
支
払
額
を
少
し
変
更
す
る
だ
け
でe-License

の
楽
曲
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ら
、

JA
SRA

C

と
使
用
料
規
程
の
変
更
を
協
議
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
、
放
送
事
業
者
側
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
仮
に
、JA

SRA
C

は
民
放

連
か
ら
放
送
利
用
の
使
用
料
規
程
に
関
す
る
協
議
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
に
応
ず
る
義
務
が
あ
る
（
著
作
権
等
管
理
事
業
法
第
二
三

条
第
二
項
）。JA

SRA
C

が
協
議
に
応
じ
ず
、
又
は
協
議
が
成
立
し
な
か
っ
た
場
合
に
民
放
連
か
ら
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
は
、
文
化
庁
長

官
はJA

SRA
C

に
対
し
て
協
議
の
開
始
等
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
条
第
四
項
）。
そ
れ
で
も
協
議
が
成
立
し
な
い
と
き
は
、
文
化
庁

長
官
が
一
定
の
手
続
を
経
て
裁
定
を
す
る
仕
組
み
が
設
け
ら
れ
て
い
る
（
同
法
第
二
四
条
第
一
項
な
い
し
第
五
項
）。

　

こ
の
よ
う
に
、も
し
も
文
化
庁
が
放
送
局
側
の
意
見
や
意
向
を
積
極
的
に
汲
み
上
げ
、放
送
使
用
料
の
問
題
処
理
に
乗
り
出
し
て
い
れ
ば
、

「
放
送
使
用
料
の
追
加
負
担
に
よ
っ
て
放
送
事
業
者
に
よ
る
他
の
管
理
事
業
者
の
管
理
楽
曲
の
…
…
選
択
の
制
限
や
利
用
の
抑
制
が
惹
起
さ

れ
る
仕
組
み
」
は
、
独
占
禁
止
法
の
事
件
に
な
る
前
に
改
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

文
化
庁
がJA

SRA
C

事
件
に
対
し
、
静
観
を
続
け
て
い
た
姿
勢
か
ら
も
、
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
の
独
占
状
態
に
対
し
て
主
務
官
庁
で

あ
る
同
庁
は
積
極
的
に
対
応
策
を
講
じ
よ
う
と
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
低
い
こ
と
を
窺
わ
せ
た
。
競
争
的
管
理
政
策
を
実
現
す
る
上
で
、

公
正
取
引
委
員
会
と
文
化
庁
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
役
割
を
果
た
せ
る
た
め
、
官
庁
間
の
垣
根
を
越
え
て
連
携
し
た
取
組
み
が
求
め
ら
れ
る
今

日
で
あ
る
。
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小
括

　

従
来
の
公
的
独
占
事
業
分
野
に
お
け
る
競
争
的
管
理
政
策
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
、
最
初
に
議
論
さ
れ
る
べ
き
な
の
は
分
割
再
編
の
実
施

や
事
業
法
の
役
割
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
分
野
は
分
割
再
編
に
よ
る
競
争
環
境
の
整
備
と
い
う
プ
ロ
セ

ス
を
辿
っ
て
お
ら
ず
、現
行
の
著
作
権
等
管
理
事
業
法
は
管
理
事
業
者
と
ユ
ー
ザ
ー
間
の
関
係（「
業
務
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
」）

に
主
眼
を
置
い
た
法
律
で
あ
る
た
め
、
必
ず
し
も
既
存
独
占
事
業
者
と
新
規
参
入
事
業
者
の
競
争
を
前
提
に
競
争
プ
ロ
セ
ス
の
育
成
に
十
分

に
配
慮
し
た
法
律
と
は
言
え
な
い
。

　

特
に
著
作
権
等
管
理
事
業
法
に
関
し
て
、
仮
に
電
気
通
信
事
業
法
の
よ
う
な
制
度
設
計
を
モ
デ
ル
に
、
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
に
お
い
て

も
起
き
う
る
競
争
上
の
問
題
を
予
め
想
定
し
非
対
称
規
制
を
既
存
の
独
占
事
業
者
（JA

SRA
C

）
に
課
し
て
い
た
な
ら
ば
（
例
え
ば
、
包
括

契
約
の
内
容
に
つ
い
て
新
規
参
入
事
業
者
か
ら
交
渉
の
申
入
れ
が
あ
っ
た
場
合
は
そ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
を
課
す
等
）、
少

な
く
と
も
現
在
よ
り
は
円
滑
に
新
規
参
入
が
進
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
他
方
で
、
こ
の
よ
う
な
法
的
制
度
設
計
の
見
直
し
は
、
著
作
権
等

管
理
事
業
法
の
法
改
正
を
前
提
と
し
て
お
り
、
有
効
な
措
置
を
直
ち
に
講
じ
う
る
次
元
の
問
題
で
は
な
い
。

　

他
方
で
、
た
と
え
右
記
の
よ
う
な
現
状
に
お
い
て
も
、
主
務
官
庁
が
新
規
参
入
の
促
進
や
競
争
者
の
育
成
と
い
っ
た
競
争
環
境
の
整
備
に

積
極
的
な
役
割
を
果
し
う
る
と
思
わ
れ
る
が
、実
際
に
は
主
務
官
庁
で
あ
る
文
化
庁
が
能
動
的
に
取
り
組
む
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
低
い
た
め
、

同
庁
か
ら
の
有
効
な
方
策
は
期
待
し
が
た
い
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
は
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
の
特
性
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
競
争
政
策
の
観
点
か
ら
音
楽
著
作
権
管
理
競
争
の
回
復
に
つ

な
が
り
う
る
ア
プ
ロ
ー
チ（
独
占
状
態
へ
の
対
処
法
）を
多
角
的
に
考
察
し
、最
も
有
効
的
と
考
え
ら
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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第
三
章　

競
争
政
策
の
観
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
検
討

第
一
節　

音
楽
著
作
権
管
理
事
業
の
特
性

　

音
楽
著
作
権
管
理
事
業
分
野
は
、
楽
曲
の
権
利
者
側
市
場
（
作
詞
家
、
作
曲
や
音
楽
出
版
者
等
）
及
び
楽
曲
の
利
用
者
側
市
場
（
レ
コ
ー

ド
会
社
や
放
送
局
等
）
並
び
に
両
者
を
繋
ぐ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
管
理
事
業
者
）
で
構
成
さ
れ
る
両
面
市
場
（
二
面
市
場
）
で
あ
る
（
両

面
市
場
と
は
「
あ
る
サ
イ
ド
の
顧
客
に
よ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
利
用
が
グ
ル
ー
プ
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
外
部
性
を
生
じ
さ
せ
、
あ
る
サ

イ
ド
の
顧
客
の
便
益
が
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
っ
て
も
う
一
方
の
サ
イ
ド
の
顧
客
を
ど
れ
く
ら
い
集
め
ら
れ
た
か
に
依
存
す
る
よ
う
な

市
場
」
で
あ
（
（4
（

る
）。

　

こ
の
両
面
市
場
で
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
と
ロ
ッ
ク
イ
ン
効
果
が
共
に
強
く
働
い
て
お
り
、
楽
曲
の
権
利
者
側
も
利
用
者
側
も
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
依
存
度
が
非
常
に
高
（
（4
（

い
。
そ
の
た
め
、独
占
状
態
（
例
え
ばJA

SRA
C

の
独
占
）
が
一
旦
形
成
さ
れ
る
と
自
ず
と
維
持
・

強
化
さ
れ
て
い
く
現
象
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
こ
そ
規
制
緩
和
に
も
か
か
わ
ら
ず
、JA

SRA
C

の
独
占
状
態
が
続
い
て
い
る
根
本
的
原
因

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
言
う
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
款　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果

　

独
占
市
場
の
形
成
過
程
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
（
プ
ラ
ス
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
効
果
）
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
さ
れ
て

い
（
（4
（

る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
が
大
き
い
状
態
で
、
競
争
を
行
う
と
一
つ
の
商
品
・
役
務
だ
け
が
生
き
残
り
独
占
に
な
り
や
す
いW

inner-
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takes-all

現
象
が
確
認
で
き
（
（4
（

る
。
な
ぜ
な
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
が
あ
る
と
き
、
ひ
と
た
び
他
社
よ
り
シ
ェ
ア
を
増
や
し
た
商
品
・
役
務

は
、
シ
ェ
ア
が
大
き
い
と
い
う
だ
け
で
、
ユ
ー
ザ
ー
の
効
用
が
増
加
し
、
更
な
る
ユ
ー
ザ
ー
を
獲
得
し
て
ま
す
ま
す
シ
ェ
ア
を
高
め
て
い
く

か
ら
で
あ
（
（4
（

る
。

　

こ
の
こ
と
を
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
に
当
て
は
め
る
と
、JA

SRA
C

が
保
有
し
て
い
る
管
理
楽
曲
の
利
用
者
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、（
楽

曲
が
使
用
さ
れ
る
確
率
が
高
い
た
め
）
印
税
収
入
を
増
や
そ
う
と
す
る
権
利
者
側
が
楽
曲
をJA

SRA
C

に
委
託
管
理
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
も
非
常
に
高
く
な
り
、
そ
の
結
果
、JA

SRA
C

の
管
理
楽
曲
は
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
。
ま
た
、
利
用
者
側
に
と
っ
て
も
、JA

SRA
C

と
さ
え
契
約
す
れ
ば
国
内
外
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
楽
曲
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
効
率
的
か
つ
便
利
な
た
め
、JA

SRA
C

と
の
契
約
を
優

先
さ
せ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
非
常
に
高
く
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、JA

SRA
C

を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
す
る
両
面
市
場
（
二
面
市
場
）
で
は
、
権
利
者
側
（
管
理
楽
曲
）
の
増
加
が
利
用

者
側
の
規
模
拡
大
に
繋
が
り
、
ま
た
利
用
者
側
の
規
模
拡
大
が
権
利
者
側
（
管
理
楽
曲
）
の
増
加
を
更
に
促
す
と
い
うJA

SRA
C

の
独
占

状
態
を
強
め
る
間
接
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
と
呼
ば
れ
る
相
乗
効
果
が
存
在
し
て
い
る
（
自
分
の
利
用
す
る
財
を
他
人
も
利
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
財
の
補
完
財
が
よ
り
活
発
に
供
給
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
自
分
が
補
完
財
の
利
用
か
ら
得
ら
れ
る
便
益
も
増
加
す
る
場
合
に
は

間
接
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
が
働
い
て
い
（
（4
（4
（4
（

る
）。

第
二
款　

ロ
ッ
ク
イ
ン
効
果

　

他
方
で
、
ロ
ッ
ク
イ
ン
効
果
はJA

SRA
C

の
独
占
状
態
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
し
て
い
（
（5
（

る
。
ロ
ッ
ク
イ
ン
効
果
と
は
顧
客
が
あ
る
商
品

又
は
役
務
を
利
用
す
る
と
、
他
へ
の
乗
り
換
え
が
困
難
と
な
り
、
当
該
商
品
又
は
役
務
に
対
す
る
継
続
的
利
用
関
係
が
維
持
さ
れ
や
す
く
な
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る
効
果
で
あ
り
、
そ
の
本
質
は
今
日
の
投
資
が
将
来
の
選
択
肢
を
規
定
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
済
で
は
、
最

初
に
市
場
に
参
入
す
る
だ
け
で
差
別
化
と
コ
ス
ト
両
方
の
優
位
性
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
更
に
ロ
ッ
ク
イ
ン
効
果
を
う
ま
く
利
用
で
き

れ
ば
、
そ
の
優
位
性
が
長
期
間
に
保
持
で
き
る
と
さ
れ
て
い
（
（5
（

る
。
即
ち
、
ロ
ッ
ク
イ
ン
効
果
の
働
き
に
よ
り
、
一
旦W

inner

に
な
る
と
、

他
の
事
業
者
が
そ
の
状
態
を
崩
す
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
し
ま
（
（5
（

う
（
例
え
ば
、
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
Ｐ
Ｃ
の
Ｏ
Ｓ
）。

　

音
楽
著
作
権
管
理
事
業
の
場
合
で
い
う
と
例
え
ば
、
現
在
（
二
〇
一
六
年
時
点
）
は
す
べ
て
の
支
分
権
・
利
用
形
態
を
管
理
し
、
作
品
の

使
用
料
を
確
実
に
徴
収
し
、
更
に
管
理
楽
曲
の
不
正
使
用
も
監
視
、
摘
発
で
き
る
管
理
事
業
者
はJA

SRA
C

の
み
で
あ
る
。JA

SRA
C

は

他
社
を
圧
倒
す
る
全
国
規
模
の
管
理
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
て
お
り
、
公
的
保
護
に
よ
る
独
占
時
代
か
ら
培
っ
て
き
た
管
理
ノ
ウ
ハ
ウ
や
他

組
織
（
各
地
の
警
察
署
や
音
楽
出
版
社
協
会
、
レ
コ
ー
ド
協
会
等
の
管
理
団
体
組
織
）
と
の
連
携
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
楽
曲
デ
ー
タ
の
登
録
や
使
用
に
関
し
て
、
委
託
者
で
あ
る
各
音
楽
出
版
者
と
受
託
者
で
あ
るJA

SRA
C

の
電
子
管
理
シ
ス
テ
ム

が
既
に
接
続
・
構
築
さ
れ
て
い
る
た
め
、
他
の
管
理
事
業
者
に
楽
曲
を
大
量
に
管
理
委
託
す
る
た
め
に
は
、
新
た
な
電
子
管
理
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
音
楽
出
版
者
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
る
。

　

更
に
、JA

SRA
C

は
諸
外
国
の
音
楽
著
作
権
管
理
団
体
と
も
互
い
の
受
託
楽
曲
を
管
理
し
合
う
た
め
の
相
互
管
理
契
約
を
締
結
し
て

い
（
（5
（

る
。
日
本
で
は
、
国
外
の
音
楽
著
作
権
管
理
団
体
と
相
互
管
理
契
約
を
締
結
し
て
い
る
管
理
事
業
者
はJA

SRA
C

の
み
で
、
日
本
で
使

用
さ
れ
る
ほ
と
ん
ど
の
外
国
楽
曲
がJA

SRA
C

に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
（
（5
（

る
（
日
本
に
お
い
て
長
い
歴
史
を
持
ち
、
各
支
分
権
や
利
用
形

態
を
す
べ
て
管
理
で
き
る
事
業
者
がJA

SRA
C

の
み
で
あ
る
た
め
、
外
国
の
管
理
団
体
もJA

SRA
C

と
の
相
互
管
理
契
約
を
優
先
さ
せ
る

状
況
は
容
易
に
理
解
で
き
る
）。
委
託
者
で
あ
る
著
作
者
がJA

SRA
C

に
入
会
す
れ
ば
、
自
己
の
楽
曲
が
海
外
で
利
用
さ
れ
て
も
、
使
用
料

の
徴
収
と
分
配
は
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（
著
作
者
が
音
楽
出
版
者
に
著
作
権
を
譲
渡
し
た
場
合
で
もJA

SRA
C

に
入
会
し
な
け
れ
ば
、

海
外
に
お
け
る
録
音
権
の
使
用
料
の
み
、
海
外
の
音
楽
著
作
権
管
理
団
体
→JA

SRA
C

→
音
楽
出
版
者
と
い
う
経
由
で
徴
収･

分
配
さ
れ
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る
が
、
演
奏
権
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
海
外
の
管
理
団
体
か
ら
分
配
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
も
そ
も
徴
収
す
ら
さ
れ
な
い
の
で
あ
（
（5
（

る
。）。
著

作
者
が
使
用
料
の
徴
収
と
分
配
をJA

SRA
C

に
頼
ら
ず
、
自
ら
海
外
の
音
楽
著
作
権
管
理
団
体
と
連
絡
を
取
っ
て
直
接
契
約
す
る
と
い
う

方
法
も
理
論
上
あ
り
う
る
が
、
し
か
し
著
作
者
本
人
が
他
国
の
言
語
を
駆
使
し
て
複
数
の
海
外
管
理
団
体
と
契
約
で
き
る
か
、
ま
た
仮
に
作

品
が
大
ヒ
ッ
ト
し
て
複
数
の
国
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
作
家
と
し
て
創
作
活
動
の
傍
ら
複
数
の
管
理
団
体
と
個
別
に
契

約
や
連
絡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
の
煩
雑
さ
や
事
務
コ
ス
ト
を
考
え
る
と
、
い
っ
そ
う
の
こ
とJA

SRA
C

に
入
会
し
て
お
い
た
ほ
う

が
確
か
に
得
策
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、JA
SRA

C

の
会
員
と
な
る
と
、
録
音
権
使
用
料
の
遡
及
徴
収
等
も
可
能
と
な
（
（5
（

る
。

こ
の
よ
う
に
、
作
品
管
理
をJA

SRA
C

に
委
託
し
な
け
れ
ば
、「
演
奏
権
等
」（「
演
奏
権
等
」
と
はJA

SRA
C

が
著
作
権
信
託
契
約
に
お

い
て
示
し
て
い
る
、
演
奏
権
に
関
わ
る
利
用
を
中
心
と
す
る
使
用
形
態
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
総
称
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
カ
ラ
オ
ケ
等
が
含
ま
れ
る
。）
を
管
理

さ
れ
な
く
な
っ
た
り
、
作
品
を
利
用
さ
れ
な
く
な
る
リ
ス
ク
だ
け
で
な
く
、

使
用
さ
れ
て
も
使
用
料
を
確
実
に
徴
収･

分
配
さ
れ
ず
、
不
正
使
用
が
あ
っ

て
も
察
知
さ
れ
な
い
等
の
リ
ス
ク
も
覚
悟
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

前
述
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
委
託
者
（
著
作
者
や
音
楽
出
版
者
）
に

と
っ
て
、①JA

SRA
C

か
ら
離
れ
る
と
委
託
作
品
を
利
用
さ
れ
な
く
な
り
、

国
内
外
で
完
全
な
管
理
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
事
態
に
直
面
し
②
音
楽

出
版
者
の
場
合
は
上
記
の
リ
ス
ク
の
ほ
か
に
、
新
し
い
管
理
事
業
者
と
の
接

続
電
子
シ
ス
テ
ム
も
新
た
に
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
、大
き
な
負
担
と
な
る
。

実
際
にJA

SRA
C

へ
の
入
会
委
託
者
数
は
年
々
増
え
続
け
て
い
る
（
他
方  

 
 JASRAC「会員・委託者数の推移」（59）
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で
、JA

SRA
C

が
設
け
て
い
る
著
作
権
信
託
管
理
の
条
件
も
、
楽
曲
の
権
利
者
に
対
す
る
ロ
ッ

ク
イ
ン
効
果
を
強
め
る
一
因
と
言
え
（
（5
（

る
）。

　

他
方
で
楽
曲
の
利
用
者
側
に
と
っ
て
もJA

SRA
C

を
離
れ
る
と
楽
曲
利
用
の
効
率
性
や
利
便

性
を
失
う
お
そ
れ
が
あ
る
。
特
に
、
放
送
局
等
大
口
の
利
用
者
に
と
っ
て
はJA

SRA
C

と
さ
え

包
括
契
約
す
れ
ば
創
作
さ
れ
た
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
作
品
を
自
由
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

で
、
使
い
勝
手
が
良
い
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
実
情
はJA

SRA
C

の
楽
曲
利
用
者
側

に
対
す
る
ロ
ッ
ク
イ
ン
効
果
を
強
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
安
藤
和
宏
准
教
授
はJA

SRA
C

の
管

理
楽
曲
の
放
送
使
用
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「JA

SRA
C

が
国
内
に
お
け
る
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
楽
曲
を
網
羅
管
理
し
て
い
る
た
め
、
実
際

に
は
放
送
局
の
使
用
す
る
曲
の
九
九
％
以
上
がJA

SRA
C

の
管
理
楽
曲
で
、JA

SRA
C

の
非
管

理
楽
曲
か
ら
放
送
用
楽
曲
を
探
す
必
要
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
た
、
放
送
局
が
毎
日
膨
大
な
量
の

音
楽
を
放
送
す
る
た
め
、
そ
の
す
べ
て
の
音
楽
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近

く
、
調
べ
る
と
し
て
も
相
当
な
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
更
に
は
新
譜
Ｃ
Ｄ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
新
曲

の
作
品
届
がJA

SRA
C

に
提
出
さ
れ
る
の
は
発
売
日
の
後
で
あ
る
た
め
（
三
か
月
後
と
い
う
こ

と
も
あ
る
）、
放
送
局
が
効
率
的
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
る
。
そ
う
で
あ

れ
ば
、
放
送
す
る
楽
曲
は
す
べ
てJA

SRA
C

の
管
理
楽
曲
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
ち
、
仮
に

JA
SRA

C

の
非
管
理
楽
曲
を
放
送
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
事
後
的
に
放
送
の
事
実
に
気
が
付

い
た
楽
曲
の
権
利
者
に
対
し
て
、JA

RA
C

の
使
用
料
規
定
に
準
拠
し
た
放
送
使
用
料
を
支
払
え

音楽著作権管理事業の特性の説明図

利 

用 

者 

側 

JASRAC 

（プラットフォーム）

使用契約を結ぶインセンティブが

常にほとんどす
利用される確率が高い
ため、使用料収入が多

委託管理のインセンティブ

確実に使用料の徴収・分配

完全な管理サービスを
慣れた方法とワン契約

国内外のヒット作品も
管理し、また大口利用
者にお得な使用プラン

ロックイン効果

ネットワーク効果
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ば
良
（
（6
（

い
。」。

　

こ
の
よ
う
に
、（
特
に
権
利
者
側
の
）「
懸
念
」、「
お
そ
れ
」
や
（
特
に
利
用
者
側
の
）
利
便
性
へ
の
考
慮
は
い
ず
れ
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
コ
ス

ト
と
な
り
、JA

SRA
C

か
ら
離
れ
て
小
規
模
の
管
理
事
業
者
に
乗
り
換
え
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
打
ち
消
さ
れ
る
の
で
、
楽
曲
の
権
利
者

側
も
利
用
者
側
もJA

SRA
C

に
対
す
る
依
存
度
が
非
常
に
高
く
な
る
。

　

も
う
一
つ
付
言
し
て
お
き
た
い
の
は
、JA

SRA
C

が
一
九
三
九
年
の
設
立
か
ら
既
に
七
七
年
以
上
も
音
楽
著
作
権
管
理
業
界
に
君
臨
し
、

し
か
も
そ
の
う
ち
約
六
〇
年
間
は
実
質
の
公
的
独
占
状
態
と
い
う
こ
と
も
、権
利
者
及
び
利
用
者
とJA

SRA
C

の
関
係
を
密
に
し
て
い
る
。

毎
年
優
秀
な
音
楽
作
品
を
表
彰
す
るJA

SRA
C

賞
の
主
催
や
全
国
各
地
に
お
け
る
テ
ー
マ
性
・（
音
楽
）
知
識
性
に
富
む
イ
ベ
ン
ト
の
定
期

開
催
等
、JA

SRA
C

が
日
本
音
楽
管
理
業
界
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
、
支
配
人
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
既
に
浸
透
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。「JA

SRA
C

の
み
が
音
楽
著
作
権
を
利
用
者
に
行
使
で
き
る
と
い
う
認
識
が
音
楽
業
界
で
定
着
し
…
…
業
界
慣
習
と
し
て
確

立
し
て
し
ま
っ
た
た
（
（6
（

め
」、
権
利
者
な
の
にJA

SRA
C

の
前
で
権
利
の
行
使
を
控
え
る
ケ
ー
ス
さ
え
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
音
楽
出
版
者
が

楽
曲
の
ア
レ
ン
ジ
を
行
い
編
曲
作
品
（
二
次
的
著
作
物
）
の
権
利
者
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
編
曲
作
品
の
権
利
行
使
（
使
用
料
徴
収
）
を
控

え
る
の
が
ほ
と
ん
ど
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
主
な
理
由
は
右
記
の
よ
う
に
「JA

SRA
C

の
み
が
音
楽
著
作
権
を
利
用
者
に
行
使
で
き
る
と

い
う
認
識
が
音
楽
業
界
で
定
着
し
…
…
業
界
慣
習
と
し
て
確
立
し
て
し
ま
っ
た
」
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
も
、
音

楽
著
作
権
管
理
業
界
に
お
い
てJA

SRA
C

の
影
響
力
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
な
影
響
力
は
（
経
済
学
上
の
）
ロ
ッ

ク
イ
ン
効
果
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
ロ
ッ
ク
イ
ン
効
果
を
増
強
さ
せ
る
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
（
（6
（

る
。

第
三
款　

競
争
政
策
の
観
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
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音
楽
著
作
権
管
理
事
業
分
野
に
お
け
る
競
争
的
管
理
政
策
上
の
課
題
と
は
、
実
質
的
に
は
、
前
述
し
た
同
事
業
分
野
の
特
性
を
背
景
に
し

たJA
SRA

C

の
独
占
状
態
を
如
何
に
規
制
し
、
新
規
参
入
に
よ
る
競
争
を
促
進
す
る
か
の
課
題
で
あ
る
。
競
争
政
策
の
観
点
か
ら
、
独
占

状
態
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
大
き
く
五
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

即
ち
、
①
市
場
の
自
然
治
癒
機
能
に
期
待
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
、
②
独
占
の
弊
害
の
発
生
を
抑
制
す
る
一
定
の
市
場
条
件
を
重
視
す

る
（Contestability T

heory

）
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
、
③
市
場
支
配
力
の
形
成
・
維
持
・
強
化
に
繋
が
り
う
る
フ
ァ
ク
タ
ー
（
事
業
方
針

や
経
営
方
式
も
含
む
）
を
違
法
行
為
と
し
て
捉
え
る
独
占
禁
止
法
の
行
為
規
制
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
、
④
右
記
の
行
為
規
制
の
枠
組
み
に
属

す
る
も
の
の
、
構
造
的
排
除
措
置
が
認
め
ら
れ
るEssential Facilities D

octrine

を
新
規
定
と
し
て
導
入
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
、

及
び
⑤
「
純
粋
構
造
規
制
」
と
呼
ば
れ
る
独
占
的
状
態
そ
れ
自
体
を
対
象
に
構
造
的
競
争
回
復
措
置
を
命
じ
る
独
占
的
状
態
の
規
制
と
い
う

ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
右
記
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
す
る
。

第
二
節　

市
場
の
自
然
治
癒
機
能

　

独
占
状
態
を
規
制
す
べ
き
か
を
議
論
す
る
に
あ
た
っ
て
、最
初
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、市
場
の
自
然
治
癒
機
能
で
あ
る
。
独
占
状
態
を
放
っ

て
お
い
て
も
自
ず
と
競
争
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
れ
ば
、
敢
え
て
独
占
状
態
そ
れ
自
体
に
独
占
禁
止
法
を
適
用
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
か

ら
、
現
在
の
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
で
市
場
の
自
然
治
癒
機
能
が
正
常
に
働
き
う
る
か
の
検
討
は
（
明
白
な
競
争
制
限
行
為
も
な
い
と
い
う

前
提
の
下
で
）、
ま
ず
行
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

本
稿
に
お
け
る
市
場
の
自
然
治
癒
機
能
の
重
視
と
は
、
市
場
が
自
己
修
復
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
備
え
て
お
り
、
特
に
国
際
競
争
が
盛
ん
に

な
っ
て
い
る
今
日
に
お
い
て
国
内
市
場
に
お
け
る
独
占
や
寡
占
の
状
態
を
放
任
し
て
も
、
長
く
て
も
五
年
か
十
年
経
て
ば
い
ず
れ
新
た
な
イ
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ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
新
規
参
入
が
起
き
、
一
社
支
配
の
状
態
が
崩
れ
る
の
（
（6
（

で
、
た
と
え
一
時
的
に
独
占
（
又
は
寡
占
）
の
状
態
が
生
ま
れ
た
と

し
て
も
、
い
ず
れ
競
争
が
回
復
す
る
の
で
、
積
極
的
に
何
ら
か
の
措
置
を
加
え
る
必
要
が
な
い
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
を
指
し
て
い
る
（
他

方
で
、
市
場
治
癒
機
能
に
よ
り
い
ず
れ
競
争
が
回
復
す
る
と
い
う
視
点
で
は
な
く
、
た
と
え
独
占
（
又
は
寡
占
）
に
近
い
状
態
が
続
い
て
い

る
と
し
て
も
、
一
定
の
条
件
を
揃
え
て
い
れ
ば
、
独
占
（
又
は
寡
占
）
の
弊
害
の
発
生
が
抑
制
さ
れ
る
と
し
て
一
定
の
市
場
条
件
を
重
視
す

る
の
は
、
後
述
のContestability T

heory

と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
）。

　

既
述
の
よ
う
に
ロ
ッ
ク
イ
ン
効
果
は
独
占
状
態
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
す
る
。
こ
の
こ
と
を
裏
返
し
て
言
う
と
、
ロ
ッ
ク
イ
ン
効
果
が
解

除
さ
れ
易
い
状
態
に
あ
れ
ば
、
独
占
の
状
態
も
長
く
持
続
し
な
い
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
即
ち
、
市
場
の
自
然
治
癒
機
能
も
音
楽
著
作
権
管

理
事
業
の
特
性
と
深
く
関
係
し
て
お
り
、
仮
に
ロ
ッ
ク
イ
ン
効
果
が
強
く
働
い
て
い
な
け
れ
ば
、
独
占
の
状
態
が
形
成
さ
れ
て
も
長
く
続
か

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
ロ
ッ
ク
イ
ン
効
果
が
弱
い
と
さ
れ
て
い
る
ゲ
ー
ム
産
業
に
お
け
る
ゲ
ー
ム
機
器
（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
の
シ
ェ
ア
推
移
を
比

較
モ
デ
ル
に
、
市
場
の
自
然
治
癒
機
能
だ
け
で
音
楽
著
作
権
管
理
競
争
が
生
ま
れ
る
か
を
検
討
す
る
。

第
一
款　

ゲ
ー
ム
産
業

　

ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
市
場
と
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
で
遊
ぶ
ユ
ー
ザ
ー
市
場
、
及
び
ゲ
ー
ム
機
器
と
い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
か
ら
構
成
さ
れ
、
両
面

市
場
（
二
面
市
場
）
の
構
造
を
有
す
る
ゲ
ー
ム
産
業
で
は
、
人
気
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
の
動
作
環
境
に
、
よ
り
多
く
対
応
で
き
る
ゲ
ー
ム
機
器
の

ほ
う
が
よ
く
売
れ
る
。
特
に
、
新
し
い
人
気
の
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
の
発
売
時
期
に
合
わ
せ
て
新
型
の
ゲ
ー
ム
機
器
を
市
場
に
送
り
出
す
と
、
短

期
間
に
旧
型
（
既
存
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
に
取
っ
て
代
わ
る
存
在
と
な
り
う
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
両
面
市
場
（
二
面
市
場
）
の
構
造
を
持
つ
ゲ
ー
ム
産
業
に
お
い
て
、「
人
気
の

あ
る
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
が
使
え
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
ハ
ー
ド
に
対
す
る
需

要
は
高
く
な
（
（6
（

る
」
こ
と
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
）
が
認
め
ら
れ
る
。

　

他
方
で
、
前
述
に
も
あ
る
よ
う
に
、
新
型
ゲ
ー
ム
機
器
が
短
期
間
に
旧
型
に
取
っ
て
代
わ
り
、

新
旧
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
切
り
替
わ
り
が
起
こ
り
や
す
い
現
象
（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る

ロ
ッ
ク
イ
ン
効
果
が
弱
い
こ
と
）
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
特
徴
と
し
て
、
新
発
売
の
人

気
ゲ
ー
ム
機
器
は
発
売
か
ら
一
年
～
二
年
と
い
う
短
期
間
に
販
売
数
が
急
上
昇
す
る
が
、
そ
の
後

は
販
売
数
が
急
激
に
減
っ
て
い
く
。
次
世
代
の
ゲ
ー
ム
機
器
が
現
わ
れ
る
ま
で
の
間
、
市
場
は
活

力
に
欠
け
低
迷
状
態
が
続
く
。
ゲ
ー
ム
機
器
メ
ー
カ
ー
は
旧
型
を
売
り
続
け
て
も
収
益
性
を
保
て

な
い
た
め
（
フ
ァ
ミ
コ
ン
か
ら
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ミ
コ
ン
へ
の
よ
う
に
）
次
世
代
ゲ
ー
ム
機
器
の
開

発
・
発
売
を
通
じ
て
収
益
を
挙
げ
（
（6
（

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
種
類
の
ゲ
ー
ム
機
器
に
よ
る
収
益
の
サ
イ
ク
ル
が
短
い
こ
と
は
、
新
旧
機
器

の
切
り
替
わ
り
を
加
速
さ
せ
る
一
つ
の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、ゲ
ー
ム
機
器
メ
ー
カ
ー
が
新
旧
ゲ
ー
ム
機
の
「
互
換
性
を
保
つ
戦
略
を
と
ら
な
い
」（
新

し
い
世
代
の
ゲ
ー
ム
機
で
は
古
い
世
代
の
ゲ
ー
ム
機
で
動
作
し
て
い
た
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
は
正
常
に

動
作
し
な
い
こ
と
が
多
い
）
こ
と
も
、
一
つ
の
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
（
（6
（

る
。「
互
換
性
が
な

い
た
め
、
新
し
い
世
代
に
移
行
す
る
と
、
新
規
参
入
し
た
メ
ー
カ
ー
の
ゲ
ー
ム
機
も
、
既
存
メ
ー

カ
ー
の
ゲ
ー
ム
機
も
同
等
の
条
件
で
競
争
を
行
う
」
た
め
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
切
り
替
わ
る

ゲーム機売上（年次）
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可
能
性
が
大
き
く
な
っ
て
く
（
（6
（

る
。「
互
換
性
を
保
つ
戦
略
を
と
ら
な
い
」
理
由
は
、「
ユ
ー
ザ
ー
が
過
去
の
作
品
（
ゲ
ー
ム
タ
イ
ト
ル
）
に
関

心
を
払
わ
ず
、
常
に
現
在
そ
し
て
将
来
の
作
品
に
関
心
を
払
い
続
け
る
」
た
め
、
互
換
性
を
保
つ
必
要
が
な
い
（
言
い
換
え
る
と
、「
互
換

性
を
保
つ
戦
略
を
と
ら
な
い
」
よ
う
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
）
か
ら
と
考
え
ら
れ
て
い
（
（6
（

る
。

　

他
方
で
、「
ユ
ー
ザ
ー
が
過
去
の
作
品
（
ゲ
ー
ム
タ
イ
ト
ル
）
に
関
心
を
払
わ
ず
、
常
に
現
在
そ
し
て
将
来
の
作
品
に
関
心
を
払
い
続
け

る
」
と
い
う
ゲ
ー
ム
コ
ン
テ
ン
ツ
の
特
性
は
、
先
に
述
べ
た
「
一
種
類
の
ゲ
ー
ム
機
器
に
よ
る
収
益
の
サ
イ
ク
ル
が
短
い
」
こ
と
を
も
た
ら

す
原
因
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
（
（6
（

る
。
即
ち
、「
一
種
類
の
ゲ
ー
ム
機
器
に
よ
る
収
益
の
サ
イ
ク
ル
が
短
い
」
こ
と
も
、
ゲ
ー
ム
機
器
メ
ー
カ
ー

が
新
旧
ゲ
ー
ム
機
器
の
「
互
換
性
を
保
つ
戦
略
を
と
ら
な
い
」
こ
と
も
、ゲ
ー
ム
コ
ン
テ
ン
ツ
の
特
性
に
よ
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
ユ
ー
ザ
ー
が
過
去
の
作
品
（
ゲ
ー
ム
タ
イ
ト
ル
）
に
関
心
を
払
わ
ず
、
常
に
現
在
そ
し
て
将
来
の
作
品
に
関
心
を
払
い

続
け
る
」
と
い
う
ゲ
ー
ム
コ
ン
テ
ン
ツ
の
特
性
が
、
ゲ
ー
ム
機
器
と
い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
ユ
ー
ザ
ー
に
対
す
る
ロ
ッ
ク
イ
ン
効
果
を

弱
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
過
去
の
ゲ
ー
ム
作
品
に
関
心
を
払
わ
な
い
ユ
ー
ザ
ー
は
、
新
し
い
ゲ
ー
ム
体
験
を
求
め
る
た
め
に
、

た
と
え
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
が
異
な
る
メ
ー
カ
ー
の
ゲ
ー
ム
機
器
で
し
か
プ
レ
イ
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
新
機
器
の
購
入
代
金
を
集
め
る
の

に
従
来
使
用
し
て
い
た
機
器
を
中
古
に
売
出
し
て
も
、乗
り
換
え
を
試
み
る
こ
と
が
あ
り
、解
除
さ
れ
や
す
い
ロ
ッ
ク
イ
ン
関
係
と
言
え
る
。

　

他
方
で
、
ゲ
ー
ム
機
器
と
い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
ロ
ッ
ク
イ
ン
効
果
を
弱
め
る
背
景
に
は
、
機
能
等
に
お
い
て
同
等
或
い
は
さ
ほ
ど

遜
色
し
な
い
、
代
替
性
の
高
い
他
種
の
機
器
が
常
に
存
在
し
て
い
る
点
も
、
サ
ブ
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ミ

コ
ン
が
優
位
に
立
っ
て
い
た
世
代
に
、
メ
ガ
ド
ラ
イ
ブ
の
ほ
か
に
、
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
セ
ガ
サ
タ
ー
ン
と
い
っ
た
ラ
イ
バ
ル
が
存
在

し
て
い
て
、
そ
の
う
ち
の
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
の
ち
に
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ミ
コ
ン
に
取
っ
て
代
わ
り
、
優
位
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
（
ま

た
、
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
優
位
に
立
て
た
の
も
、
同
機
器
で
対
応
で
き
る
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
の
人
気
度
や
タ
イ
ト
ル
数
が
多
か
っ
た
た
め

と
思
わ
れ
る
）。



「独占的状態の規制」に関する音楽著作権管理事業における再検討（１）

北法67（2・29）363

　

前
述
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
、
①
「
ユ
ー
ザ
ー
が
過
去
の
作
品
（
ゲ
ー
ム
タ
イ
ト
ル
）
に
関
心
を
払
わ
ず
、
常
に

現
在
そ
し
て
将
来
の
作
品
に
関
心
を
払
い
続
け
る
」
と
い
う
特
性
を
持
つ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
抱
え
て
お
り
、
②
更
に
機
能
面
等
に
お
い
て
遜
色
せ

ず
代
替
性
の
高
い
ラ
イ
バ
ル
が
並
存
し
て
い
る
場
合
に
は
、同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
ロ
ッ
ク
イ
ン
効
果
が
弱
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
款　

音
楽
著
作
権
管
理
事
業

　

仮
に
、
両
面
市
場
（
二
面
市
場
）
で
あ
る
音
楽
管
理
事
業
に
お
い
て
も
、
右
記
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
な
ら
、
短
い
周
期
でJA

SRA
C

と
い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
新
規
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
た
め
、
た
だ
市
場
の
自
然
回
復
を
待
つ
だ
け
で
十
分
と

い
う
結
論
に
繋
が
る
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
実
情
と
し
て
は
規
制
緩
和
か
ら
既
に
一
六
年
経
過
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、JA

SRA
C

の
独
占
状
態
に
大
き
な
変
化
が
見
ら

れ
な
い
こ
と
か
ら
、JA

SRA
C

と
い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
ロ
ッ
ク
イ
ン
効
果
が
非
常
に
強
固
（
簡
単
に
は
自
然
解
除
し
な
い
）
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

（
一
）
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
音
楽
作
品
は
「
歌
い
継
が
れ
る
」
も
の

　

JA
SRA

C

事
件
の
発
端
か
ら
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
人
気
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
（
大
塚
愛
の
「
恋
愛
写
真
」
等
）
が
新
た
に
現
れ

て
も
（
ゲ
ー
ム
産
業
に
置
き
換
え
る
と
、
新
発
売
の
人
気
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
に
相
当
す
る
）、JA

SRA
C

と
い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
ロ
ッ

ク
イ
ン
効
果
を
解
除
で
き
る
ほ
ど
の
影
響
を
及
ぼ
せ
な
い
。
そ
の
重
要
な
理
由
と
し
て
、
包
括
契
約
と
い
う
取
引
形
態
が
多
か
れ
少
な
か
れ

関
係
し
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
、
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
音
楽
作
品
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
一
度
攻
略
し
終
わ
る
と
興
味
を
な
く
し
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て
し
ま
う
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
と
異
な
っ
て
、
繰
り
返
し
て
鑑
賞
・
利
用
さ
れ
る
と
い
う
特
有
の
「
歌
い
継
が
れ
る
」
と
い
う
性
質
を
備
え
て
い

る
点
が
よ
り
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

音
楽
業
界
で
は
最
も
優
秀
な
作
品
で
あ
る
こ
と
を
示
す
重
要
な
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
がJA

SRA
C

賞
の
受
賞
で
あ
（
（7
（

る
。
二
〇
一
六
年

JA
SRA

C

賞
の
ト
ッ
プ
ス
リ
ー
に
中
島
み
ゆ
き
が
作
曲
・
作
詞
し
た
『
糸
』
が
見
事
に
入
賞
し
た
（
こ
の
楽
曲
を
知
る
方
も
さ
ぞ
多
い
で

あ
ろ
う
）。
実
は
こ
の
『
糸
』
は
一
九
九
二
年
に
既
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
い
た
楽
曲
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
中
島
み
ゆ
き
の
『
糸
』
は
、
小
林

武
史
（M

r.Children
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
と
ボ
ー
カ
ル
の
桜
井
和
寿
が
中
心
に
な
っ
て
結
成
さ
れ
た
バ
ン
ドBank Band

に
よ
っ
て

カ
バ
ー
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
吉
岡
聖
恵
（
い
き
も
の
が
か
り
）、
森
山
直
太
朗
、
岩
崎
宏
美
、
植
村
花
菜
等
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

も
カ
バ
ー
さ
れ
て
お
り
、
古
い
作
品
で
も
「
歌
い
継
が
れ
て
い
く
」
と
い
う
音
楽
コ
ン
テ
ン
ツ
の
特
性
を
如
実
に
表
し
て
い
る
。

　

更
に
、
古
いP.D

.

の
楽
曲
（
著
作
権
の
保
護
期
間
が
過
ぎ
た
楽
曲
）
で
も
現
代
に
お
い
て
広
く
歌
い
継
が
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
平
原

綾
香
が
歌
っ
て
大
ヒ
ッ
ト
し
た
「Jupiter
」
はGustav H

olst

が
作
曲
し
た
組
曲
「
惑
星
」（T

he Planets, O
p32

）（
作
曲
時
期
は
一
九

一
四
～
一
九
一
六
と
さ
れ
て
い
る
）
の
中
の
「
木
星
」
と
い
う
曲
の
中
間
部
、A

ndante M
aestoso

の
旋
律
に
吉
本
由
美
が
詞
を
加
え
、

坂
本
昌
之
が
ア
レ
ン
ジ
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
古
い
時
代
に
創
作
さ
れ
た
昔
の
作
品
で
も
、
新
し
い
人
気
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
カ
バ
ー
し
た
り
、
新
た
な
ア
レ
ン
ジ
が
施
さ
れ

た
り
す
る
と
新
た
な
時
代
の
音
楽
感
覚
に
合
致
す
る
斬
新
な
作
品
に
生
ま
れ
変
わ
る
も
の
で
あ
る
（
他
方
で
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
者
と
い
う

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
交
代
は
必
要
で
な
い
）。
即
ち
、
音
楽
コ
ン
テ
ン
ツ
は
い
つ
に
な
っ
て
も
歌
い
継
が
れ
て
い
く
と
い
う
点
に
お
い
て
、

常
に
従
来
を
上
回
る
新
し
い
ス
ト
ー
リ
ー
や
視
覚
効
果
を
求
め
ら
れ
て
い
て
、一
過
性
の
ゲ
ー
ム
コ
ン
テ
ン
ツ
と
は
根
本
か
ら
異
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
最
近
の
動
向
と
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
楽
曲
そ
の
も
の
（
新
し
い
カ
バ
ー
や
編
曲
は
さ
れ
て
な
い
従
来
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
）
を

純
粋
に
音
質
・
音
響
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
せ
、
よ
り
迫
真
的
で
臨
場
感
を
与
え
た
も
の
を
、
も
う
一
度
楽
し
む
ト
レ
ン
ド
が
芽
生
え
始
め
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て
い
る
。
所
謂
「
ハ
イ
レ
ゾ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
オ
ー
デ
ィ
オ
」
の
誕
生
で
あ
（
（7
（

る
。
内
容
は
そ
の
ま
ま
で
音
質
等
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
せ
る
だ

け
で
、
作
品
が
「
生
ま
れ
変
わ
る
」
と
い
う
音
楽
コ
ン
テ
ン
ツ
の
特
性
も
、
ゲ
ー
ム
コ
ン
テ
ン
ツ
に
は
備
わ
っ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、通
常
新
た
な
技
術
は
ロ
ッ
ク
イ
ン
効
果
を
解
除
す
る
た
め
の
鍵
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、音
楽
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
し
て
は
、

レ
コ
ー
ド
→
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
→
Ｃ
Ｄ
（
Ｍ
Ｄ
）
→
ハ
イ
レ
ゾ
→
…
…
と
い
う
よ
う
に
、新
た
な
音
源
技
術
や
媒
体
の
開
発
・
普
及
に
よ
り
、

同
じ
楽
曲
で
も
そ
の
都
度
新
た
な
価
値
を
付
与
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
新
た
な
技
術
は
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
と
い
う
管
理
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
音
楽
コ
ン
テ
ン
ツ
に
対
す
る
ロ
ッ
ク
イ
ン
効
果
を
高
め
て
い
る
一
面
も
見
せ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
（
（7
（

る
。

　

前
述
の
検
討
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
、JA

SRA
C

が
管
理
・
保
有
し
て
い
る
古
い
楽
曲
作
品
は
、
時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
常
に
新
し

い
形
で
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
新
規
の
管
理
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
新
規
参
入
し
た
と
し
て
も
、
ほ

と
ん
ど
す
べ
て
の
音
楽
コ
ン
テ
ン
ツ
（
特
に
人
気
作
品
）
を
既
に
管
理
し
て
い
るJA

SRA
C

と
い
う
、既
存
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
ロ
ッ

ク
イ
ン
効
果
を
解
除
し
が
た
い
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）
同
等
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
が
難
し
い

　

JA
SRA

C

と
い
う
管
理
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
取
っ
て
代
わ
る
た
め
の
前
提
条
件
は
、JA

SRA
C

と
同
等
な
機
能
・
効
用
を
提
供
で
き

る
こ
と
、
即
ち
少
な
く
と
も
「
演
奏
権
等
」
を
含
む
す
べ
て
の
支
分
権
・
利
用
形
態
を
管
理
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
一
部
の
利
用
形
態
し
か

管
理
で
き
な
い
と
い
う
よ
う
な
不
完
全
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
はJA

SRA
C

に
対
抗
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
同
等
の
管
理
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
す
る
の
は
、
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
音
楽
著
作
権
管
理
業
務
の
内
容
を
大

き
く
分
け
る
と
、
①
楽
曲
利
用
者
と
の
契
約
、
②
楽
曲
利
用
料
の
徴
収
、
③
使
用
料
の
分
配
及
び
④
楽
曲
不
正
利
用
の
発
見
、
取
締
り
や
使

用
料
追
徴
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
管
理
業
務
は
、
楽
曲
利
用
先
の
特
定
が
容
易
で
あ
る
Ｃ
Ｄ
（
正
規
品
）
や
映
画
録
音
等
の
利
用
系
形
態
に
お
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い
て
は
比
較
的
遂
行
し
や
す
い
が
、
飲
食
店
や
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
等
の
利
用
形
態
に
お
い
て
は
、
高
い
管
理
能
力
を
備
え
な
い
と
、

利
用
契
約
を
結
ぶ
ど
こ
ろ
か
楽
曲
の
利
用
者
を
捉
え
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
の
で
、
管
理
業
務
の
遂
行
が
困
難
で
あ
る
。
即
ち
、JA

SRA
C

と
同
等
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
す
る
た
め
に
、
資
金
力
を
必
要
と
す
る
「
ハ
ー
ド
パ
ワ
ー
」（
事
務
所
の
規
模
や
職
員
の
数
等
を
指

し
て
い
る
）
だ
け
で
な
く
、
長
い
年
月
を
か
け
て
培
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
」（
管
理
ノ
ウ
ハ
ウ
や
社
会
的
認
知
度
等
を

指
し
て
い
る
）
が
必
要
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
演
奏
権
の
管
理
を
例
に
取
る
と
、
管
理
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
全
国
の
主
要
都
市
に
管
理
業
務
を
遂
行
す
る
た
め

の
支
部
（
地
方
拠
点
）
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
支
部
事
務
所
、
業
務
設
備
や
専
属
職
員
等
を
配
置
し
、
ま
た
そ
れ
ら
の
施
設
を
維
持

す
る
に
も
豊
富
な
資
金
力
が
必
要
と
な
る
。
他
方
で
、
各
地
に
支
部
や
職
員
を
配
置
す
る
と
、
直
ち
に
演
奏
権
の
管
理
業
務
を
遂
行
で
き
る

よ
う
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
飲
食
店
や
ラ
イ
ブ
会
場
等
全
国
の
楽
曲
利
用
者
及
び
権
利
者
側
に
管
理
業
務
の
開
始
（
新
規
参
入
）
を
周
知

さ
せ
る
と
と
も
に
、
使
用
料
の
徴
収
や
分
配
の
方
法
を
職
員
に
習
得
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
楽
曲
の
不
正
利
用
を
如
何
に
迅
速

に
発
見
・
把
握
し
取
り
締
ま
る
か
も
管
理
業
務
を
遂
行
す
る
上
で
不
可
欠
な
「
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
で
あ
る
。

　

日
本
で
は
音
楽
の
演
奏
に
使
用
で
き
る
ホ
ー
ル
（
ス
タ
ジ
ア
ム
や
ア
リ
ー
ナ
を
含
ま
な
い
）
が
二
千
箇
所
以
（
（7
（

上
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
が

四
千
軒
以
（
（7
（

上
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
三
千
施
設
以
上
（
更
に
そ
れ
ら
に
出
店
し
て
い
る
衣
料
品
や
生
活
用
品
等
の
テ
ナ
ン
ト
総
数
は
一

五
万
以
（
（7
（

上
）、飲
食
店
が
六
七
万
店
以
上
点
在
し
て
お
（
（7
（

り
、楽
曲
は
こ
の
よ
う
に
全
国
各
地
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
日
々
使
用
（
演
奏
）
さ
れ
て
い
る
。

　

JA
SRA

C

の
場
合
、
七
〇
年
以
上
の
業
務
経
験
を
積
ん
で
い
る
だ
け
に
、
ハ
ー
ド
パ
ワ
ー
と
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
を
併
せ
持
つ
全
国
規
模
の

管
理
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
・
保
有
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ま
じ
め
に
楽
曲
の
使
用
契
約
を
更
新
す
る
飲
食
店
も
あ
れ
ば
更
新
を
怠
る
飲
食

店
も
あ
り
、
ま
た
楽
曲
の
使
用
状
況
を
誠
実
に
報
告
す
る
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
も
あ
れ
ば
ご
ま
か
す
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
も
あ
る
。
更
に
楽
曲
の
無
断

使
用
が
少
な
い
地
域
も
あ
れ
ば
多
発
す
る
地
域
も
あ
る
等
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
情
報
はJA

SRA
C

が
す
べ
て
調
査
・
蓄
積
し
て
い
る
た
め
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（JA
SRA

C

が
持
つ
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
の
一
側
面
）、
限
り
あ
る
業
務
資
源
を
有
効
に
配
分
し
、
使
用
料
の
徴
収
や
分
配
か
ら
不
正
利
用
の
発

見
や
取
締
り
ま
で
効
率
よ
く
遂
行
で
き
る
。
特
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
て
、
無
料
又
は
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
方
式
の
音
楽
を
簡
単

か
つ
大
量
に
入
手
し
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
背
景
に
、
演
奏
権
に
関
わ
る
管
理
楽
曲
の
無
断
利
用
が
増
加
し
て
い
る
近
年
、
全

国
規
模
の
管
理
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
が
増
す
一
方
で
あ
る
（
例
え
ばJA

SRA
C

は
二
〇
一
五
年
六
月
一
九
日
にBGM

を
不
正
利
用

し
て
い
た
全
国
二
五
八
施
設
の
一
七
一
事
業
者
、
二
〇
一
六
年
六
月
七
日
に
一
八
七
事
業
者
の
二
一
二
店
舗
に
対
す
る
法
的
措
置
を
一
斉
に

行
っ
（
（7
（

た
。）。

　

他
方
で
新
規
参
入
事
業
者
の
場
合
は
、
演
奏
権
の
管
理
業
務
を
開
始
す
る
た
め
に
は
、
全
国
各
地
す
べ
て
の
楽
曲
使
用
施
設
に
、
自
社
の

存
在
と
今
後JA

SRA
C

の
著
作
権
使
用
料
と
は
別
途
に
新
た
な
使
用
料
を
徴
収
し
て
い
く
こ
と
を
説
明
し
契
約
を
交
わ
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い（
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
や
飲
食
店
等
の
経
営
者
の
ほ
と
ん
ど
はJA

SRA
C

と
い
う
看
板
し
か
知
ら
な
い
の
が
現
状
の
よ
う
で
あ
る
）。

も
し
楽
曲
の
利
用
者
側
が
そ
の
説
明
に
納
得
せ
ず
、JA

SRA
C

の
楽
曲
の
み
で
十
分
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
新
規
事
業
者
と
の
契
約
を
拒

む
場
合
、
新
規
事
業
者
は
契
約
を
強
制
で
き
な
い
た
め
、
自
社
管
理
の
楽
曲
を
契
約
し
な
い
店
舗
に
自
社
の
管
理
楽
曲
を
無
断
使
用
さ
れ
て

い
な
い
か
を
ず
っ
と
監
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
無
断
使
用
の
監
視
ま
で
の
業
務
を
遂
行
し
な
い
と
、
管
理
業
務
を
完
全
に
行
っ
た
こ
と

に
な
ら
な
い
）。
新
規
事
業
者
に
と
っ
て
如
何
に
大
変
な
作
業
と
な
る
か
想
像
に
難
し
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
資
金
の
投
入
に
よ
り
補
え
る
ハ
ー
ド
パ
ワ
ー
と
異
な
っ
て
、
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
（
管
理
ノ
ウ
ハ
ウ
や
社
会
的
認
知
度
等
）
は

長
い
年
月
を
か
け
て
業
務
経
験
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
徐
々
に
培
っ
て
い
く
し
か
な
い
。
演
奏
権
の
よ
う
な
新
規
参
入
が
困
難
な
管
理
分
野

が
存
在
す
る
以
上
、JA

SRA
C

と
同
等
の
管
理
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
現
れ
に
く
い
と
思
わ
れ
る
。

　

実
際
に
ゲ
ー
ム
産
業
等
の
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
で
は
独
占
（
に
近
い
）
状
態
が
繰
り
返
し
て
発
生
し
て
い
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
長
く
持
続

し
な
か
っ
た
現
象
が
確
認
さ
れ
て
い
る
た
め
、市
場
の
自
然
治
癒
論
に
は
一
定
の
説
得
力
が
あ
（
（7
（

る
。
こ
の
ほ
か
、ビ
ー
ル
類
製
造
事
業
や
ゲ
ー
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ム
用
の
記
録
物
製
造
事
業
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
宅
配
便
運
送
事
業
等
も
、
当
初
は
独
占
或
い
は
ガ
リ
バ
ー
型
寡
占
の
市
場

で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
競
争
的
市
場
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
（
（7
（

る
。

　

し
か
し
、
前
述
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
音
楽
コ
ン
テ
ン
ツ
は
ゲ
ー
ム
コ
ン
テ
ン
ツ
等
と
は
異
な
っ
て
お
り
、「
歌
い
継
が
れ
る
」
と
い
う

性
質
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
音
楽
コ
ン
テ
ン
ツ
を
管
理
す
る
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
と
ロ
ッ
ク
イ
ン
効
果
の
双

方
が
強
く
働
い
て
い
る
両
面
市
場
（
二
面
市
場
）
と
い
う
特
性
を
有
し
て
い
る
。
更
に
地
理
的
条
件
等
に
よ
り
日
本
の
音
楽
著
作
権
管
理
事

業
（
特
に
「
演
奏
権
等
」
の
管
理
）
が
国
際
競
争
に
曝
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
は
想
定
し
が
た
い
。
そ
の
た
め
、
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
に
お

け
るJA

SRA
C

と
い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
独
占
状
態
が
市
場
の
自
然
治
癒
機
能
に
任
せ
る
だ
け
で
は
解
除
さ
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
に

く
い
。
規
制
緩
和
か
ら
既
に
一
六
年
経
過
し
た
現
在
もJA

SRA
C

の
独
占
状
態
が
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
が
市
場
の
自

然
治
癒
機
能
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
の
限
界
性
を
物
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
他
方
で
は
、
あ
る
市
場
が
独
占
状
態
に
あ
る
と
し
て
も
、
一
定
の

条
件
を
備
え
て
い
れ
ば
独
占
の
弊
害
が
発
生
し
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な
独
占
状
態
を
敢
え
て
規
制
す
る
必
要
は
な
い
と
す
る
独
占
擁
護
論

が
存
在
し
て
い
る
。
即
ち
、Contestability T

heory

と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

第
三
節　

Contestability T
heory

第
一
款　

Contestability T
heory

の
基
本

　

Contestability T
heory

（
以
下
、「
コ
ン
テ
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
理
論
」
と
い
う
）
と
は
、
一
つ
の
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
市
場
が
単
一
の
事
業

者
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
て
い
て
も
、
市
場
が
コ
ン
テ
ス
タ
ブ
ル
で
あ
っ
て
、
潜
在
的
新
規
参
入
が
あ
る
な
ら
ば
、
効
率
的
資
源
配
分
が
達
成
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さ
れ
う
る
こ
と
を
唱
え
て
い
る
理
論
で
あ
（
（8
（

る
。

　

そ
の
理
由
は
、
コ
ン
テ
ス
タ
ブ
ル
市
場
で
、
も
し
既
存
の
事
業
者
が
超
過
利
潤
を
得
る
よ
う
な
価
格
を
設
定
す
る
と
、
そ
の
利
潤
を
狙
っ

て
潜
在
的
競
争
者
が
新
規
参
入
を
始
め
る
た
め
で
あ
る
。
新
規
参
入
を
引
き
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
に
、
既
存
の
事
業
者
は
参
入
誘
因
と
な
る

超
過
利
潤
を
な
く
す
水
準
に
価
格
を
設
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
、
既
存
の
事
業
者
は
非
効
率
的
な
生
産
も
行
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

非
効
率
な
生
産
と
な
る
と
、
効
率
的
な
生
産
を
行
え
る
潜
在
的
競
争
事
業
者
に
よ
っ
て
市
場
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
理
論

に
基
づ
く
と
、
規
模
の
経
済
を
実
現
す
る
産
業
に
お
い
て
、
た
と
え
自
然
独
占
が
成
立
し
て
い
た
と
し
て
も
、
最
も
効
率
的
か
つ
低
い
価
格

で
な
い
な
ら
ば
、
新
規
参
入
が
発
生
し
、
超
過
利
潤
の
な
く
な
る
水
準
ま
で
価
格
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
結
果
的
に
は
資
源
の
効
率
的
配
分
が

達
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
（
（8
（

る
（
他
方
で
後
述
の
よ
う
に
、
コ
ン
テ
ス
タ
ブ
ル
市
場
が
成
立
す
る
た
め
の
条
件
が
非
常
に
厳

格
な
ゆ
え
に
、
コ
ン
テ
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
理
論
が
唱
え
ら
れ
た
当
初
か
ら
数
十
年
間
の
実
証
研
究
に
お
い
て
、
同
理
論
の
現
実
性
を
含
む
問
題

点
も
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
（
（8
（

る
）。

　

仮
に
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
は
、
コ
ン
テ
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
理
論
の
要
件
を
満
た
す
コ
ン
テ
ス
タ
ブ
ル
市
場
で
あ
る
な
ら
ば
、JA

SRA
C

の
独
占
状
態
が
続
い
て
い
る
と
し
て
も
、
自
ず
と
そ
の
弊
害
が
抑
制
さ
れ
る
た
め
、
新
た
な
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、

本
節
で
は
、
コ
ン
テ
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
理
論
に
よ
る
コ
ン
テ
ス
タ
ブ
ル
市
場
の
成
立
条
件
を
整
理
し
た
上
で
、
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
の
該
当

性
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

コ
ン
テ
ス
タ
ブ
ル
市
場
の
成
立
要
件
と
し
て
、
①
こ
の
産
業
で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
同
質
的
で
あ
り
、
消
費
者
は
（
潜
在
的
な
参
入

事
業
者
を
含
め
て
）
ど
の
事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
を
も
無
差
別
と
考
え
る
、
②
こ
の
産
業
の
技
術
が
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
含
め
て
周
知
で
あ
り
、

（
潜
在
的
参
入
事
業
者
を
含
め
て
）
す
べ
て
の
事
業
者
が
同
じ
費
用
条
件
で
生
産
で
き
る
、③
事
業
者
間
の
競
争
が
価
格
を
通
じ
て
行
わ
れ
、
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生
産
量
や
設
備
の
量
の
競
争
で
は
な
い
、
④
参
入
と
退
出
が
自
由
で
あ
り
、
し
か
も
参
入
と
退
出
に
費
用
が
か
か
ら
な
（
（8
（

い
、
⑤
既
存
事
業
者

が
（
新
規
参
入
に
直
面
し
た
と
き
に
）
価
格
を
変
更
す
る
に
は
一
定
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
五
つ
の
条
件
が
同
時
に
成
立
し
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
（
（8
（

る

第
二
款　

同
理
論
の
成
立
条
件
該
当
性
に
関
す
る
検
討

（
一
）
①
と
②
の
条
件
に
つ
い
て

　

音
楽
著
作
権
の
管
理
事
業
に
お
い
て
、価
格
は
重
要
で
は
あ
る
が
、サ
ー
ビ
ス
の
品
質
も
非
常
に
重
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
る
。

JA
SRA

C

の
料
金
設
定
は
高
く
て
も
、
委
託
者
に
と
っ
てJA

SRA
C

に
作
品
を
預
け
れ
ば
利
用
さ
れ
る
機
会
が
多
い
の
で
い
ず
れ
使
用
料

も
多
く
入
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
し
、
利
用
者
に
と
っ
て
もJA

SRA
C

と
契
約
す
れ
ば
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
作
品
を
一
度
に
利
用
で
き
る

便
益
を
得
ら
れ
る
。

　

ま
た
、JA

SRA
C

だ
け
が
全
国
規
模
の
管
理
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
保
有
し
、
す
べ
て
の
権
利
・
利
用
形
態
を
完
璧
に
管
理
で
き
る
。
演
奏

権
よ
り
は
管
理
し
や
す
い
と
さ
れ
て
い
る
録
音
権
の
管
理
で
あ
っ
て
も
、
無
断
複
製
Ｃ
Ｄ
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
販
売
、
カ
ラ
オ
ケ
教
室
担
当
者

の
無
断
複
製
物
の
販
売
、
違
法
複
製
楽
曲
を
搭
載
し
た
カ
ラ
オ
ケ
機
器
の
販
売
、
レ
コ
ー
ド
販
売
店
の
違
法
複
製
、
携
帯
電
話
代
理
店
の
無

断
複
製
サ
ー
ビ
ス
等
委
託
者
の
権
利
を
侵
害
す
る
行
為
が
行
わ
れ
る
と
、JA

SRA
C

は
全
国
ど
こ
で
も
い
ち
早
く
察
知
し
取
り
締
ま
る
こ

と
が
で
き
、
損
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
委
託
者
の
代
わ
り
に
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
ま
で
起
こ
し
て
く
れ
る
の
で
、
委
託
者
と
利
用
者
は
非

常
に
高
い
安
心
感
と
信
頼
感
を
得
ら
れ
る
。

　

参
入
事
業
者
は
合
法
利
用
の
使
用
料
を
徴
収
で
き
る
と
し
て
も
、JA

SRA
C

の
よ
う
に
委
託
作
品
を
違
法
行
為
か
ら
守
り
切
れ
な
い
の
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で
あ
れ
ば
、
参
入
事
業
者
とJA

SRA
C

の
管
理
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
が
同
質
で
無
差
別
と
は
言
い
が
た
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

他
方
で
既
述
の
よ
う
に
、JA

SRA
C

は
管
理
業
務
を
遂
行
す
る
上
で
必
要
な
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
開
発
・
保
有
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

JA
SRA

C
は
楽
曲
の
違
法
配
信
等
を
監
視
で
き
る
「
電
子
透
か
し
」
技
術
や
「J-M

U
S

（
（8
（E

」
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
だ
け
で
な
く
、
全
国
に

お
け
る
楽
曲
利
用
者
の
発
見
や
使
用
料
の
徴
収
ノ
ウ
ハ
ウ
も
蓄
積
し
て
い
（
（8
（

る
。
七
五
年
以
上
の
業
務
経
験
を
持
つJA

SRA
C

と
新
規
事
業

者
は
、
管
理
技
術
面
（
ノ
ウ
ハ
ウ
を
含
む
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
）
に
お
け
る
較
差
も
歴
然
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
前
記
要
件
の
①
と
②
は
既
に
該
当
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

（
二
）
③
の
要
件
に
つ
い
て

　

競
争
は
価
格
だ
け
で
は
な
く
、
生
産
量
や
品
質
等
を
通
じ
て
も
行
わ
れ
て
い
る
。
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
に
お
い
て
、
管
理
業
務
を
遂
行

す
る
た
め
の
技
術
力
や
管
理
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
を
巡
る
競
争
は
現
在
の
音
楽
著
作
権
管
理
競
争
の
重
要
な
特
徴
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

で
も
新
規
管
理
事
業
者
側
は
、JA
SRA

C

よ
り
も
安
い
価
格
プ
ラ
ン
の
提
示
を
、
権
利
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
い
る
。

こ
の
意
味
に
お
い
て
、
管
理
事
業
者
間
の
競
争
は
価
格
競
争
の
範
疇
を
完
全
に
超
え
て
い
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
の
で
、
こ
の
要
件
に
つ
い

て
は
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
三
）
④
の
要
件
に
つ
い
て

　

音
楽
著
作
権
管
理
事
業
は
航
空
事
業
や
通
信
事
業
等
と
比
べ
て
、
大
規
模
な
物
理
的
設
備
の
投
資
を
さ
ほ
ど
必
要
と
し
な
い
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
れ
で
も
サ
ン
ク
コ
ス
ト
が
多
か
れ
少
な
か
れ
発
生
し
て
し
ま
う
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　

航
空
産
業
の
実
証
で
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
今
ま
で
形
成
さ
れ
て
き
た
利
用
者
に
よ
る
既
存
の
有
力
事
業
者
に
対
す
る
信
頼
と
選
好
も
参
入
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障
壁
で
あ
（
（8
（

り
、
新
規
事
業
者
が
利
用
者
の
選
好
等
を
打
ち
破
る
の
に
、
時
間
と
資
金
を
か
け
た
広
告
や
宣
伝
等
が
必
要
と
思
わ
れ
、
こ
の
費

用
も
サ
ン
ク
コ
ス
ト
に
な
（
（8
（

る
。

　

音
楽
著
作
権
事
業
分
野
で
はJA

SRA
C

の
突
出
し
た
管
理
事
業
能
力
と
高
い
信
頼
度
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、JA

SRA
C

が
日
本
音
楽
管
理
業
界
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
と
い
う
認
識
が
既
に
社
会
全
体
に
浸
透
し
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
（
例
え
ば
、

JA
SRA

C

賞
の
主
催
や
全
国
各
地
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
開
催
等
）。
こ
の
よ
う
に
参
入
事
業
者
が
顧
客
を
獲
得
す
る
に
は
、
宣
伝
広
告
だ
け

で
も
多
大
の
費
用
が
必
要
と
思
わ
れ
、
結
局
サ
ン
ク
コ
ス
ト
が
発
生
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
要
件
④
は
成
立
し
に
く
い
で
あ
ろ
う
。

（
四
）
要
件
⑤
に
つ
い
て

　

価
格
設
定
に
つ
い
て
既
に
管
理
手
数
料
も
使
用
料
も
届
出
制
と
な
っ
て
い
る
の
で
、JA

SRA
C

が
値
下
げ
反
撃
を
行
う
な
ら
、
直
ち
に

実
施
で
き
る
状
態
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、要
件
⑤
も
成
立
せ
ず
、音
楽
著
作
権
管
理
事
業
分
野
は
コ
ン
テ
ス
タ
ブ
ル
市
場
で
は
な
い
の
で
、

コ
ン
テ
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
理
論
の
所
謂
「hit-and-run policy

」
は
通
用
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

前
述
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
は
コ
ン
テ
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
理
論
の
要
件
を
充
た
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た

い
。
こ
の
よ
う
に
、
独
占
状
態
が
続
く
同
事
業
分
野
で
は
、
独
占
状
態
に
対
す
る
自
然
治
癒
機
能
も
弊
害
解
消
機
能
（Contestability 

T
heory

）
も
期
待
し
が
た
い
と
い
う
前
提
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
音
楽
著
作
管
理
事
業
の
独
占
状
態
に
対
し
、
独
占
禁
止
法
の
観
点
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
検
討
す
る
意
義
が
生
ま
れ
る
。

�

（
未
完
）
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（
１
）
本
稿
は
北
海
道
大
学
審
査
博
士
（
法
学
）
学
位
論
文
「
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
に
お
け
る
独
占
問
題
と
独
占
禁
止
法
の
適
用
―
独
占
的
状
態

規
制
の
適
用
可
能
性
に
関
す
る
研
究
―
」及
び
今
ま
で
発
表
し
た
音
楽
著
作
権
管
理
に
関
す
る
論
説
を
加
筆
・
修
正
し
、ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
権
利
の
集
中
管
理
小
委
員
会
『
権
利
の
集
中
管
理
小
委
員
会
報
告
書
』「
第
一
章
の
四 

著
作
権
管
理
事
業
に
関
す
る
法
的
基
盤
整
備
の
基
本

的
考
え
方
」
の
部
分
（
二
〇
〇
〇
年
一
月
）（
以
下
、
管
理
委
員
会
『
管
理
報
告
書
』
と
い
う
）。

（
３
）
二
〇
一
三
年
四
月
八
日
に
国
際
レ
コ
ー
ド
産
業
連
盟
が
発
表
し
た
二
〇
一
二
年
の
音
楽
市
場
の
世
界
統
計
に
よ
る
と
、
日
本
は
米
国
を
抜
き

世
界
一
の
市
場
規
模
に
な
っ
た
。
Ｃ
Ｄ
な
ど
音
楽
ソ
フ
ト
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
配
信
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
売
上
高
の
合
計
は
約
四
三
億
ド
ル
（
約
四
二

五
〇
億
円
）。
ま
た
、
両
国
の
シ
ェ
ア
を
合
わ
せ
る
と
世
界
市
場
の
過
半
数
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。
大
川
正
義
『
最
新
音
楽
業
界
の
動
向
と
カ

ラ
ク
リ
が
よ
～
く
わ
か
る
本
（
第
三
版
）』
三
二－

三
五
頁
（
秀
和
シ
ス
テ
ム
、二
〇
一
三
）（
以
下
、大
川
『
最
新
音
楽
業
界
の
動
向
』
と
い
う
）。

（
４
）「
全
国
劇
場
・
音
楽
堂
等
総
合
情
報
サ
イ
ト
」（http://w

w
w
.zenkoubun.jp/search/index.htm

l

）
の
検
索
デ
ー
タ
に
基
づ
く
（
二
〇
一

六
年
五
月
一
八
日
最
終
閲
覧
）。

（
５
）
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
経
営
情
報
誌
『Fitness Business

』（
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
編
集
部
）
が
調
査
・
公
表
し
た
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
業
界
の
デ
ー

タ
に
基
づ
く
（http://w

w
w
.fitnessclub.jp/business/date/prediction.htm

l

、
二
〇
一
六
年
五
月
一
八
日
最
終
閲
覧
）。

（
６
）
日
本
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
協
会
の
公
開
デ
ー
タ（http://w

w
w
.jcsc.or.jp/sc_data/data/overview

、二
〇
一
六
年
五
月
九
日
最
終
閲
覧
）。

（
７
）
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
研
究
所
掲
載
の
デ
ー
タ（http://w

w
w
.fb-soken.com

/basic_data01.htm
l

、二
〇
一
六
年
六
月
二
日
最
終
閲
覧
）。

（
８
）
本
稿
で
用
い
て
い
る
「
独
占
状
態
」
及
び
「
独
占
の
状
態
」
と
い
う
表
現
は
第
二
条
第
七
項
の
「
独
占
的
状
態
」
と
区
分
す
る
た
め
の
用
語

で
あ
り
、
独
占
が
続
い
て
い
る
客
観
的
状
態
を
指
し
て
い
る
。

（
９
）
中
国
の
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
は
中
国
音
楽
著
作
権
協
会
（
一
九
九
二
年
設
立
）（
以
下
、「
音
著
協
」
と
い
う
）
と
い
う
公
的
組
織
に
よ
っ

て
独
占
管
理
さ
れ
て
い
た
が
、
カ
ラ
オ
ケ
利
用
市
場
の
急
拡
大
を
受
け
て
、
現
在
カ
ラ
オ
ケ
利
用
に
係
る
使
用
料
徴
収
等
の
管
理
業
務
が
中
国

音
像
集
体
管
理
協
会
（
二
〇
〇
八
年
設
立
）（
以
下
、「
音
集
協
」
と
い
う
）
に
委
託
さ
れ
て
い
る
。
管
理
委
託
は
名
目
上
、
管
理
業
務
の
都
合

と
公
式
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
本
当
は
行
政
組
織
間
の
既
得
利
益
の
不
均
衡
を
調
整
（
奪
い
合
い
）
す
る
た
め
の
内
部
分
配
で
、
中
国
で
は
よ

く
あ
る
現
象
で
あ
る
。
当
初
、
中
国
の
文
化
省
が
中
国
文
化
投
資
管
理
と
い
う
会
社
（
文
化
庁
が
同
社
の
株
主
、
文
化
省
の
担
当
者
が
同
社
の

理
事
長
を
兼
任
）
に
カ
ラ
オ
ケ
に
関
す
る
音
楽
著
作
権
管
理
業
務
を
委
託
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
（
反
壟
断
法
も
問
題
視
し
て
い
る
典
型
的
な
官

商
癒
着
の
行
為
）、
実
施
す
る
前
に
そ
の
情
報
が
マ
ス
コ
ミ
に
大
々
的
に
報
道
さ
れ
、
利
用
者
や
世
論
の
強
い
反
発
を
招
い
た
（
詳
細
は
、
王
刚
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＝
段
海
燕
「
卡
拉
统
一
Ｏ
Ｋ
？
」
中
国
新
闻
周
刊
二
八
期
一
八－

一
九
頁
（
二
〇
〇
六
）
参
照
）
た
め
、
中
国
音
像
集
体
管
理
協
会
に
管
理
委

託
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
の
音
楽
著
作
権
管
理
は
独
占
的
管
理
で
は
あ
る
が
、
厳
密
的
に
は
内
部
分
担
の
あ
る
独
占
的

管
理
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　

中
国
に
お
け
る
官
商
癒
着
や
行
政
独
占
の
規
制
に
つ
い
て
、
姜
連
甲
「
中
国
に
お
け
る
行
政
独
占
の
規
制
に
つ
い
て
」
商
学
討
究
六
一
巻
二
・

三
号
二
四
五－

二
八
五
頁
（
二
〇
一
〇
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
10
）
中
国
の
独
占
的
管
理
に
よ
く
見
ら
れ
る
弊
害
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
こ
れ
に
関
す
る
参
照
論
文
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と

め
て
表
記
し
て
お
く
。
こ
の
後
に
列
挙
す
る
問
題
に
は
新
聞
記
事
等
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
を
引
用
す
る
。
胡
志
海
「
我
国
应
当
确
立
适
度
竞
争
型

著
作
权
集
体
管
理
模
式
」
科
技
与
法
律
八
〇－

八
一
頁
一
期
（
二
〇
一
三
）（
以
下
、「
胡
志
海｢

确
立
竞
争
管
理
」
と
い
う
」、王
新
霞
ほ
か
「
我

国
著
作
权
集
体
管
理
中
的
反
垄
断
问
题
研
究
─
─
以
卡
拉
Ｏ
Ｋ
版
权
收
费
为
视
角
」
西
部
法
学
评
论
六
期
一
〇
頁
（
二
〇
一
一
）（
以
下
、
王
新

霞
ほ
か
「
著
作
权
管
理
的
反
垄
断
研
究
」
と
い
う
）、
林
静
欣
＝
许
国
勇
「
完
善
著
作
权
集
体
管
理
制
度
」
法
制
与
社
会
二
六
期
三
九
頁
（
二
〇

一
一
）（
林
静
欣=

许
国
勇｢

完
善
著
作
权
管
理｣

と
い
う
）、尚
立
娜｢

著
作
权
集
体
管
理
制
度
的
反
垄
断
法
规
制｣

学
理
论
三
二
期
七
八
頁
（
二

〇
〇
九
）（
以
下
、
尚
立
娜｢

集
体
管
理
的
垄
断
规
制｣

と
い
う
）、
董
芳｢

著
作
权
集
体
管
理
组
织
的
反
垄
断
法
规
制｣

法
制
与
社
会
一
五
期

二
四
四－

二
四
五
頁
（
二
〇
〇
九
）（
以
下
、
董
芳｢

集
体
管
理
的
规
制｣

）、
李
飞
跃｢

著
作
权
集
体
管
理
组
织
的
反
垄
断
法
律
规
制｣

中
北
大

学
学
报
社
会
科
学
版
六
期
九
一
頁
（
二
〇
〇
九
）（
以
下
、
李
飞
跃｢

集
体
管
理
组
织
的
规
制｣

と
い
う
））。

　
　
　

①
一
部
の
利
用
に
お
い
て
包
括
契
約
と
い
う
利
用
量
を
選
べ
な
い
単
一
の
契
約
形
態
に
よ
っ
て
、
包
括
契
約
を
必
要
と
し
な
い
小
規
模
の
利

用
者
に
と
っ
て
余
計
な
使
用
料
を
負
担
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
②
利
用
者
と
の
十
分
な
協
議
や
公
聴
プ
ロ
セ
ス
を
経
ず
、
高
い
使
用
料
が
一
方
的

に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
中
国
の
各
地
で
起
こ
さ
れ
たK

T
V

（
カ
ラ
オ
ケ
）
使
用
料
訴
訟
騒
動
は
、
管
理
組
織
と
利
用
者
間

の
対
立
を
如
実
に
表
し
た
代
表
例
で
あ
る
。K

T
V

の
使
用
料
は
歌
部
屋
ご
と
の
使
用
料
と
部
屋
数
の
か
け
算
で
一
律
計
算
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
設
定
さ
れ
た
部
屋
ご
と
の
単
価
額
が
不
合
理
な
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
歌
部
屋
が
あ
っ
て
も
使
用
料
を
徴
収
さ
れ
る

の
も
理
不
尽
と
し
て
全
国
各
地
のK

T
V

事
業
者
は
使
用
料
の
不
納
闘
争
を
広
げ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
音
集
協
等
は
各
地
の
不
納
事
業
者
に
対

し
て
使
用
料
の
損
害
賠
償
訴
訟
を
起
こ
し
、
遂
に
全
国
規
模
の
一
大
騒
動
と
な
っ
た
（
黄
伟｢

缴
费
标
准
成
版
权
收
费
争
议
焦
点
」
中
国
知
识

产
权
报
二
〇
〇
九
年
一
二
月
二
日
〇
〇
五
版
。「
新
疆
一K

T
V

企
业
状
告
中
国
音
集
协
」中
国
青
年
报
二
〇
〇
九
年
一
一
月
二
四
日
。
周
文「
广

州
Ｋ
厅
收
费
」
信
息
时
报
二
〇
〇
九
年
二
月
一
八
日
、
Ａ
〇
九
版
。「K

T
V

」
北
京
晨
报
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
三
〇
日
。「
京
城
百
家K

T
V

被
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诉
侵
权
」
洛
阳
晚
报
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
一
八
日
、
五
版
。「
京
城
百
家K

T
V

被
诉
侵
权
」
南
方
日
报
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
一
八
日
、
〇
七
版

等
参
照
。
张
裕｢

卡
拉
能
否
Ｏ
Ｋ
？｣

文
汇
报
二
〇
〇
八
年
八
月
八
日
、
〇
〇
五
版
。「
卡
拉 

Ｏ
Ｋ 

版
权
收
费
又
起
争
议
」
人
民
日
报
二
〇
〇

六
年
一
一
月
二
三
日
（
〇
〇
五
版
）。）。
③
分
配
不
透
明
か
つ
割
高
の
管
理
手
数
料
率
を
設
定
し
、
著
作
権
者
の
利
益
よ
り
も
協
会
の
利
益
を
優

先
し
て
い
る
。
前
記
のK

T
V

使
用
料
騒
動
を
例
に
取
っ
て
言
え
ば
、
管
轄
権
限
は
組
織
間
闘
争
の
末
に
音
著
協
か
ら
音
集
協
に
移
管
さ
れ
た

の
に
、
音
集
協
が
更
に
天
合
文
化
と
い
う
会
社
に
管
轄
権
限
を
与
え
代
理
さ
せ
て
い
る
。
し
か
も
、
管
理
手
数
料
率
が
五
〇
％
と
例
を
見
な
い

ほ
ど
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
来
著
作
権
者
に
分
配
さ
れ
る
べ
き
だ
っ
た
利
益
が
多
層
的
な
管
理
組
織
に
吸
い
取
ら
れ
て
い

く
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
使
用
料
を
分
配
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
著
作
権
者
に
使
用
料
が
届
か
な
い
等
分
配
方
法
や
履
行
状
況
の
不
透
明

等
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
袁
祺
「“
管
家
”
收
入
比
“
主
人
”
还
高
？
」
文
汇
报
二
〇
〇
九
年
五
月
一
六
日
、
〇
〇
一
版
。「
音
集
协
八
千
万
版

权
费
去
哪
了
？
」
品
牌
与
标
准
化
一
一
期
一
六
頁
（
二
〇
〇
九
）。
饶
宇
锋
「“
卡
拉 

Ｏ
Ｋ 

维
权 

第
一
案
”
究
竟
卡
在
哪
儿
？
」 

财
经
时
报
二

〇
〇
八
年
六
月
六
日
、
〇
二
版
。）。
こ
の
ほ
か
に
も
④
会
員
に
対
す
る
差
別
的
取
扱
い
や
⑤
退
会
の
不
当
制
限
等
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

こ
の
よ
う
な
事
情
を
背
景
に
、
遂
に
行
政
独
占
等
の
規
制
を
担
当
す
る
反
壟
断
法
の
執
行
機
関
で
あ
る
国
家
工
商
行
政
管
理
総
局
が
、「
关
于

知
识
产
权
领
域
反
垄
断
执
法
的
指
南
」（
タ
イ
ト
ル
訳
：「
知
的
財
産
権
分
野
の
独
占
禁
止
法
執
行
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」）
の
作
成
に
着
手

し
た
。
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
し
て
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
高
す
ぎ
る
管
理
手
数
料
或
い
は
使
用
料
の
設
定
徴
収
も
規
制
対
象
と
さ
れ
る
点

で
あ
る
。

（
11
）
各
説
は
互
い
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
も
多
い
が
、
意
見
を
大
き
く
二
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

一
つ
は
独
占
的
管
理
方
式
の
弊
害
を
除
去
す
る
た
め
に
は
、
反
壟
断
法
等
既
存
法
の
執
行
強
化
を
求
め
る
意
見
で
あ
る
（
胡
志
海｢

确
立
竞

争
管
理
」
八
一－

八
三
頁
、
窦
新
颖=

蒋
朔｢

集
体
管
理
组
织
或
成
反
垄
断
审
查
对
象｣

中
国
知
识
产
权
报
二
〇
一
二
年
八
月
二
四
日
（
〇
〇

九
版
）、
王
新
霞
ほ
か
「
著
作
权
管
理
的
反
垄
断
研
究
」
九
頁
、
尚
立
娜
「
集
体
管
理
的
垄
断
规
制
」
七
六
頁
、
董
芳
「
集
体
管
理
的
规
制
」
二

四
五
頁
、
李
飞
跃
「
集
体
管
理
组
织
的
规
制
」
九
二
頁
、
崔
国
斌
「
著
作
权
集
体
管
理
组
织
的
反
垄
断
控
制
」
清
华
法
学
一
三
七－

一
三
八
頁

二
期
（
二
〇
〇
五
））。

　
　
　

も
う
一
つ
は
法
規
制
の
重
要
性
を
認
め
、
更
に
管
理
方
式
の
法
改
正
の
必
要
性
を
訴
え
る
意
見
で
あ
る
（
例
え
ば
、
林
静
欣=

许
国
勇
「
完

善
著
作
权
管
理
」
三
九
頁
。
宋
江
涛
「
重
构
我
国
著
作
权
集
体
管
理
模
式
的
探
讨
」
经
营
管
理
者
二
〇
期
三
八
三
頁
（
二
〇
〇
九
）。
郑
开
辟
「
我

国
著
作
权
集
体
管
理
制
度
亟
待
完
善
」
中
国
知
识
产
权
报
二
〇
〇
六
年
九
月
一
日
（
〇
一
一
版
））。
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（
12
）
中
国
で
は
競
争
の
重
要
性
に
対
す
る
認
識
が
深
ま
る
に
つ
れ
、
い
ず
れ
知
的
財
産
権
保
護
の
先
進
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
や
、
特
に
似
た
経
験

を
持
つ
日
本
に
倣
っ
て
規
制
緩
和
を
実
施
し
、
競
争
を
導
入
す
る
可
能
性
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
他
方
で
、
規
制
緩
和
さ
え
行
え
ば
、
競
争

構
造
が
出
来
上
が
る
と
い
う
単
純
な
相
関
関
係
が
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
こ
と
は
、
日
本
の
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
分
野
の
状

況
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
学
説
論
文
や
マ
ス
コ
ミ
報
道
は
ま
だ
独
占
的
管
理
よ
り
競
争
的
管
理
の
ほ
う
が
音
楽
産
業
の

発
展
に
資
す
る
と
い
う
方
向
性
を
掲
げ
た
ば
か
り
の
段
階
に
あ
る
。
今
後
は
具
体
的
に
如
何
な
る
方
法
で
競
争
的
管
理
体
制
を
導
入
・
確
立
さ

せ
る
か
と
い
う
本
質
的
な
議
論
が
求
め
ら
れ
る
。

（
13
）
安
藤
和
宏
『
よ
く
わ
か
る
音
楽
著
作
権
ビ
ジ
ネ
ス　

基
礎
編
（4th Edition

）』
六
〇
頁
（
リ
ッ
ト
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、二
〇
一
一
）（
以
下
、

安
藤
『
基
礎
編
』
と
い
う
）。
ま
た
、JA

SRA
C

の
「
著
作
権
信
託
契
約
約
款
」（
二
〇
一
五
年
七
月
三
日
届
出
）
第
五
条
と
世
界
各
国
の
管
理

体
制
に
関
す
る
公
表
資
料
を
参
照
（http://w

w
w
.jasrac.or.jp/link/overseas/index.htm

l#

、
二
〇
一
六
年
六
月
一
日
に
最
終
閲
覧
）。

（
14
）
相
澤
英
孝
「
著
作
権
・
著
作
権
隣
接
権
と
い
わ
ゆ
る
集
中
管
理
」『
知
的
財
産
の
潮
流
』
三
頁
（
信
山
社
、
一
九
九
五
）。
特
に
ア
メ
リ
カ
の

演
奏
権
管
理
に
つ
い
て
は
、
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ナ
ガ
ー
＝
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
Ｄ
．
ブ
ラ
ン
ド
ス
テ
ッ
タ
ー
共
著
（
大
武
和
夫
訳
）『
音
楽
ビ
ジ
ネ
ス
入

門 

レ
コ
ー
ド
契
約
・
出
版
契
約
の
し
く
み
』
八
七－

八
八
頁
（
東
亜
音
楽
者
、
一
九
九
八
）
に
も
説
明
が
あ
る
（
以
下
、
ナ
ガ
ー
＝
Ｄ
．
ブ
ラ

ン
ド
ス
テ
ッ
タ
ー
（
大
武
訳
）『
音
楽
契
約
し
く
み
』
と
い
う
）。

（
15
）
管
理
事
業
の
政
策
と
し
て
、
複
数
事
業
者
に
よ
る
競
争
的
な
管
理
体
制
を
政
府
が
推
し
進
め
る
国
が
あ
れ
ば
、（
各
支
分
権
に
お
け
る
）
ひ
と

つ
の
事
業
者
に
よ
る
独
占
管
理
の
実
態
と
な
っ
て
も
政
府
が
そ
れ
を
容
認
す
る
国
も
あ
る
。

　
　
　

他
方
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
必
ず
し
も
管
理
事
業
者
が
複
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
と
管
理
事
業
の
競
争
が
正
常
に
機
能
し
て
い

る
こ
と
と
は
同
じ
関
係
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
（
勿
論
こ
の
よ
う
な
現
象
は
ほ
か
の
業
界
に
も
存
在
す
る
）。
各
管
理
事
業
者
の
間
に
管
理

事
業
力
の
較
差
と
い
う
現
実
問
題
が
あ
る
た
め
、
管
理
競
争
の
「
質
」
も
十
分
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
国
の
管
理
に
お
け
る
競
争

状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
管
理
業
界
の
構
造
だ
け
で
は
な
く
、
歴
史
経
緯
、
競
争
政
策
や
各
管
理
事
業
者
の
シ
ェ
ア
も
併
せ
て
考
察
す
る

必
要
が
あ
る 

（
欧
米
代
表
国
の
音
楽
著
作
権
管
理
事
情
に
つ
い
て
、
比
較
法
研
究
セ
ン
タ
ー
「
諸
外
国
の
著
作
権
の
集
中
管
理
と
競
争
政
策
に

関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
」
三
三－

一
二
九
頁
（
二
〇
一
二
）（
以
下
、比
較
法
セ
ン
タ
ー
「
外
国
の
著
作
権
の
集
中
管
理
」
と
い
う
）（http://

w
w
w
.bunka.go.jp/tokei_hakusho_shuppan/tokeichosa/chosakuken/pdf/h24_shogaikoku_hokokusho.pdf

、
二
〇
一
六
年
六
月

二
日
に
最
終
閲
覧
）。
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と
は
い
え
、
す
べ
て
の
支
分
権
を
一
事
業
者
が
独
占
的
に
管
理
し
て
い
る
状
態
（
参
入
障
壁
が
非
常
に
高
い
）
よ
り
、
競
争
事
業
者
が
既
に

存
在
し
て
い
れ
ば
、
新
た
な
新
規
参
入
も
起
き
易
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。

（
16
）
歴
史
的
経
緯
を
含
む
詳
細
に
関
し
て
は
、紋
谷
暢
男
『JA

SRA
C

概
論
─
音
楽
著
作
権
の
法
と
管
理
』（
日
本
評
論
社
、二
〇
〇
九
）（
以
下
、

紋
谷
『JA

SRA
C

概
論
』
と
い
う
）
第
一
章
で
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
17
）「
本
報
告
書
は
、
今
後
文
化
庁
が
仲
介
業
務
法
の
改
正
を
行
う
に
あ
た
っ
て
の
制
度
上
の
指
針
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。」（
管
理
委
員
会
『
管
理
報
告
書
』「
は
じ
め
に
」
の
部
分
）。「
本
小
委
員
会
は
…
…
基
本
的
な
方
向
を
示
し
、
こ
の
方
向
に
沿
っ
て

現
行
仲
介
業
務
法
の
全
面
的
な
見
直
し
が
早
急
に
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
提
言
す
る
。」（
管
理
委
員
会『
管
理
報
告
書
』「
お
わ
り
に
」

の
部
分
）。

（
18
）
著
作
権
等
管
理
事
業
法
の
国
会
提
出
理
由
及
び
著
作
権
等
管
理
事
業
法
の
第
一
条
を
参
照
。

（
19
）
管
理
委
員
会
『
管
理
報
告
書
』「
は
じ
め
に
」
の
部
分
を
参
照
。

（
20
）
管
理
委
員
会
『
管
理
報
告
書
』「
第
一
章
の
三 

著
作
権
管
理
事
業
に
関
す
る
法
的
基
盤
整
備
の
必
要
性
」
部
分
。

（
21
）
管
理
委
員
会
『
管
理
報
告
書
』「
第
一
章
の
四 

著
作
権
管
理
事
業
に
関
す
る
法
的
基
盤
整
備
の
基
本
的
考
え
方
」
の
部
分
。

（
22
）
管
理
委
員
会
『
管
理
報
告
書
』「
第
四
章
の
一
使
用
料
の
設
定
」
の
部
分
を
参
照
。

（
23
）
独
占
的
管
理
に
よ
る
効
率
性
と
競
争
的
管
理
に
よ
る
効
率
性
の
両
者
を
比
較
し
て
ど
ち
ら
が
よ
り
効
率
性
の
高
い
管
理
方
式
な
の
か
の
結
論

を
数
値
で
精
確
に
表
す
こ
と
は
非
常
に
困
難
と
思
わ
れ
、
ま
た
如
何
な
る
管
理
方
式
を
選
ぶ
べ
き
か
に
つ
い
て
効
率
性
の
み
に
関
わ
る
問
題
で

は
な
く
、『
管
理
報
告
書
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
著
作
者
等
に
よ
る
選
択
利
益
の
尊
重
と
い
っ
た
側
面
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
こ

こ
で
言
う
「
効
率
性
」
と
は
管
理
手
数
料
が
安
く
な
る
等
生
産
上
の
効
率
性
と
、
よ
り
多
く
の
楽
曲
利
用
者
を
特
定
で
き
使
用
料
を
確
実
に
徴

収
で
き
る
よ
う
に
な
る
等
資
源
配
分
上
の
効
率
性
の
両
方
が
考
え
ら
れ
る
）。

　
　
　

そ
の
た
め
、
唯
一
と
い
う
よ
う
な
結
論
が
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
り
、
政
府
が
掲
げ
て
い
る
競
争
的
管

理
政
策
の
妥
当
性
に
つ
い
て
も
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
例
え
ば
、「
公
取
委
の
『
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
と
競
争
政
策
に
関
す

る
研
究
会
報
告
書
』
は
…
…
複
数
の
音
楽
著
作
権
管
理
団
体
の
存
在
が
望
ま
し
い
と
い
う
公
取
委
の
判
断
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
。
し
か
し

…
…
集
中
管
理
業
務
の
性
格
お
よ
び
実
態
か
ら
競
争
政
策
上JA

SRA
C

の
ほ
か
に
も
う
一
つ
あ
る
程
度
ま
で
競
争
力
を
有
す
る
集
中
管
理
団
体

を
創
設
す
る
ほ
う
が
望
ま
し
い
と
は
い
え
な
い
。」
と
い
う
意
見
も
あ
る
（
村
上
政
博
「
独
占
禁
止
法
の
新
た
な
地
平
（
第
五
回
）
日
本
音
楽
著
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作
権
協
会
事
件
東
京
高
裁
判
決
（
平
成
二
五
年
一
一
月
一
日
）（
下
）」
国
際
商
事
法
務
四
二
巻
六
二
〇
号
二
三
〇
頁
（
二
〇
一
四
）（
以
下
、
村

上
「
音
楽
著
作
権
協
会
事
件
高
判
（
下
）
と
い
う
」）））。

　
　
　

本
稿
は
競
争
的
管
理
政
策
を
前
提
に
、
政
策
実
現
の
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
24
）
既
述
の
よ
う
に
、
本
稿
で
用
い
て
い
る
「
独
占
状
態
」
及
び
「
独
占
の
状
態
」
と
い
う
表
現
は
第
二
条
第
七
項
の
「
独
占
的
状
態
」
と
区
分

す
る
た
め
の
用
語
で
あ
り
、
独
占
が
続
い
て
い
る
客
観
的
状
態
を
指
し
て
い
る
。

（
25
）e-License
とJRC

の
二
社
は
二
〇
一
六
年
二
月
一
日
に
、
新
会
社
「N

exT
one

」
と
し
て
、
事
業
統
合
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
二
社
は
そ

れ
ぞ
れ
、
イ
ー
ラ
イ
セ
ン
ス
事
業
本
部
とJRC

事
業
本
部
に
名
称
を
変
え
た
。
た
だ
両
事
業
部
は
、
二
〇
一
七
年
三
月
ま
で
、
イ
ー
ラ
イ
セ
ン

ス
事
業
本
部
とJRC
事
業
本
部
の
二
事
業
部
体
制
で
著
作
権
管
理
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
実
質
従
前
ど
お
り
の
管
理
構

図
で
あ
る
。

（
26
）
民
営
化
の
背
景
に
つ
い
て
、鈴
木
興
太
郎
＝
南
部
鶴
彦
「
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
：
日
本
の
電
気
通
信
の
何
が
問
題
か
」
奥
野
正
寛
ほ
か
編
『
日

本
の
電
気
通
信
（
シ
リ
ー
ズ
・
現
代
経
済
研
究
五
）』
二－

五
頁
（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
九
三
）
を
参
照
。
民
営
化
に
よ
る
初
期
の
競
争
導

入
状
況
に
つ
い
て
、
例
え
ば
深
谷
健
著
『
規
制
緩
和
と
市
場
構
造
の
変
化
』
一
八
五－

一
八
七
頁
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
二
）
を
参
照
。

（
27
）
石
岡
克
俊
『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ルN
T
T

法
』
七
頁
（
三
省
堂
、
二
〇
一
一
）（
以
下
、
石
岡
『N

T
T

法
』
と
い
う
）。

（
28
）
電
気
通
信
審
議
会
「
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
法
附
則
第
二
条
に
基
づ
き
講
ず
る
べ
き
措
置
、
方
策
等
の
在
り
方
─
公
正
有
効
競
争
の
創
出

と
技
術
革
新
へ
の
対
応
─
」（
一
九
九
〇
）
二
の
（
二
）「
電
気
通
信
市
場
の
問
題
点
」（
以
下
、電
通
審
「
競
争
の
創
出
と
技
術
革
新
」
と
い
う
）。

（
29
）
例
え
ば
市
内
通
信
網
は
面
的
広
が
り
を
持
ち
、
建
設
に
当
た
っ
て
は
多
額
の
費
用
と
長
期
間
を
要
し
、
土
地
及
び
道
路
等
の
大
規
模
な
使
用

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
基
本
的
に
は
独
占
的
な
傾
向
が
強
い
分
野
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
長
距
離
通
信
網
や
移
動
通
信
網
等
は
市
内

通
信
分
野
に
比
べ
て
実
効
的
な
競
争
を
期
待
し
う
る
分
野
と
さ
れ
て
い
る
。

（
30
）JA

SRA
C

も
巨
大
な
独
占
事
業
者
で
あ
り
①
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
分
野
に
お
い
て
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
巨
大
事
業
者
、
②
音
楽
著
作
権
の
全

支
分
権
を
管
理
し
て
い
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
分
権
管
理
分
野
で
独
占
か
極
め
て
高
い
シ
ェ
ア
を
有
し
て
い
る
、
③
音
楽
出
版
社
協
会

や
芸
能
実
演
家
団
体
協
議
会
等
の
権
利
管
理
団
体
と
も
深
い
関
係
を
築
い
て
お
り
、
ま
たJA

SRA
C

賞
の
主
催
や
全
国
各
地
に
お
け
る
イ
ベ
ン

ト
の
定
期
開
催
等
でJA

SRA
C

が
音
楽
業
界
の
支
配
人
と
い
う
認
識
が
社
会
全
体
に
浸
透
し
て
い
る
た
め
、
音
楽
産
業
だ
け
で
な
く
、
一
般
社

会
に
も
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
も
独
占
的
傾
向
が
強
い
分
野
（
例
え
ば
演
奏
権
の
管
理
）
と
比
較
的
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競
争
に
馴
染
み
や
す
い
分
野
（
例
え
ば
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
配
信
の
管
理
）
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
、「
特
異
な
市
場
構
造
」
を
呈
し
て
い
る
。

（
31
）
電
通
審
「
競
争
の
創
出
と
技
術
革
新
」
二
の
（
四
）「
望
ま
し
い
電
気
通
信
市
場
の
在
り
方
」、三
の
（
三
）「
新
し
い
市
場
に
お
け
るN

T
T

の
姿
」。

（
32
）
情
報
通
信
分
野
競
争
政
策
研
究
会
「
電
気
通
信
分
野
に
お
け
る
競
争
政
策
上
の
課
題
に
つ
い
て
」（
一
九
九
五
）。

（
33
）
電
気
通
信
議
会
「
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
在
り
方
に
つ
い
て－

情
報
通
信
産
業
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
創
出
に
向
け
て－

答
申
」（
一
九
九

六
）
第
四
章
三
の
一
「N

T
T

の
経
営
形
態
の
在
り
方
」。

（
34
）
詳
細
は
石
岡
『N

T
T

法
』
一
三－

一
四
頁
。

（
35
）
石
岡
克
俊
「『
設
備
競
争
』
論
と
『
公
正
な
競
争
』」K
EO
 discussion paper

一
二
八
頁
（
二
〇
一
二
）（
以
下
、
石
岡
「『
設
備
』
と
『
公

正
な
競
争
』」
と
い
う
）。

（
36
）
石
岡
『N

T
T

法
』
八
〇
頁
、
九
五－

九
六
頁
、
一
〇
一－

一
〇
三
頁
、
一
〇
四－

一
〇
七
頁
。

　
　
　

ま
ず
はN

T
T

持
株
会
社
の
業
務
は
基
本
的
にN
T
T

東
西
株
式
の
保
有
等
・N

T
T

東
西
に
対
す
る
助
言
等
・
電
気
通
信
技
術
に
関
す
る
研

究
・
右
記
に
付
帯
す
る
業
務
の
四
種
類
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
業
務
を
営
む
に
は
「
あ
ら
か
じ
め
、
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
を
総
務

大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
同
法
第
二
条
第
一
項
と
第
二
項
）。

　
　
　

N
T
T

持
株
会
社
に
対
す
る
業
務
範
囲
規
制
の
趣
旨
は
「
本
来
業
務
の
円
滑
な
遂
行
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
を
通
じ
た
本
来
業
務
の
利
用

者
の
利
益
保
護
」
に
重
き
を
置
く
の
に
対
し
、
次
に
述
べ
るN

T
T

東
西
に
対
す
る
業
務
範
囲
規
制
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
事
業
専
念
義
務
の
賦

課
と
い
う
一
面
は
勿
論
で
あ
る
が
、「
公
正
な
競
争
の
確
保
」
に
重
き
を
置
く
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

N
T
T

東
西
の
業
務
は
（
法
改
正
を
経
て
緩
和
さ
れ
て
き
た
も
の
の
）
基
本
的
に
、
地
域
電
気
通
信
の
関
係
と
さ
れ
て
い
る
が
、
保
有
す
る
設

備
若
し
く
は
技
術
又
は
そ
の
職
員
を
活
用
し
て
行
う
電
気
通
信
業
務
そ
の
他
の
業
務
（
以
下
、「
活
用
業
務
」
と
い
う
）
を
営
む
に
当
た
り
「
十

分
な
公
正
競
争
確
保
措
置
が
講
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
、N

T
T

東
西
の
市
場
支
配
力
が
濫
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
電
気
通
信
事
業
の
公
正
な
競

争
の
確
保
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
』
の
蓋
然
性
は
高
い
も
の
と
な
る
」
た
め
、
公
正
な
競
争
を
確
保
す
る
た
め
に
講
ず
る
具
体
的
な
措
置
を

明
確
に
示
す
等
を
条
件
に
「
業
務
の
円
滑
な
遂
行
及
び
電
気
通
信
事
業
の
公
正
な
競
争
の
確
保
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
で
」
総
務
大
臣
に
届
け

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
総
務
大
臣
は
…
…
業
務
の
円
滑
な
遂
行
及
び
電
気
通
信
事
業
の
公
正
な
競
争
の
確
保
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な

い
」
か
を
、
審
査
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
同
法
第
二
条
第
五
項
）。
こ
の
業
務
範
囲
に
関
す
る
規
制
は
「N

T
T

再
編
成
の
趣
旨
が
没
却
さ

れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
」
幾
度
の
改
正
に
よ
り
内
容
的
に
緩
和
が
あ
っ
た
も
の
の
、N

T
T

法
で
は
そ
の
枠
組
み
が
堅
持
さ
れ
て
い
る
。
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総
務
大
臣
は
、
活
用
業
務
が
「
業
務
の
円
滑
な
遂
行
及
び
電
気
通
信
事
業
の
公
正
な
競
争
の
確
保
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
で
」
営
ま
れ
る
と

認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
同
法
第
一
六
条
第
二
項
に
基
づ
き
、N

T
T

東
西
に
対
し
、
こ
れ
を
是
正
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
命
じ
る
こ
と

が
で
き
る
。
措
置
内
容
に
つ
い
て
も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
オ
ー
プ
ン
化
や
情
報
開
示
、
必
要
不
可
欠
な
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
同
等
性
確
保
、

不
当
な
内
部
相
互
補
助
の
防
止
、
関
連
事
業
者
の
公
平
な
取
扱
い
等
具
体
か
つ
詳
細
に
、
総
務
省
「N

T
T

東
西
の
活
用
業
務
に
関
す
る
『
地
域

電
気
通
信
業
務
等
の
円
滑
な
遂
行
及
び
電
気
通
信
事
業
の
公
正
な
競
争
の
確
保
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
』
に
つ
い
て
の
考
え
方
」（
及
び
そ
の
別

紙
）
で
明
記
さ
れ
て
い
る
（
右
記
措
置
の
多
く
は
後
述
す
るJA
SRA

C

の
独
占
に
対
す
る
Ｅ
Ｆ
法
理
に
基
づ
く
排
除
措
置
内
容
の
議
論
に
も
共

通
す
る
内
容
で
あ
り
、
詳
細
は
後
述
の
該
当
部
分
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

（
37
）
石
岡
「『
設
備
』
と
『
公
正
な
競
争
』」。

（
38
）
非
対
称
規
制
に
関
す
る
整
理
は
、
姜
連
甲
「
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
に
お
け
る
独
占
問
題
と
独
占
禁
止
法
の
適
用:

独
占
的
状
態
規
制
の
適

用
可
能
性
に
関
す
る
研
究
」北
海
道
大
学
学
術
成
果
コ
レ
ク
シ
ョ
ンH

U
SCA

P

（
二
〇
一
五
）（http://hdl.handle.net/2115/59660

）（
以
下
、

姜
「
音
楽
著
作
権
管
理
に
お
け
る
独
占
問
題
と
独
禁
法
」
と
い
う
）
の
付
記
【
資
料
一
】
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
39
）
一
般
に
、「
政
策
形
成
過
程
に
は
、
少
数
の
者
に
集
中
し
た
利
益
の
ほ
う
が
多
数
の
者
に
拡
散
し
た
利
益
よ
り
も
反
映
さ
れ
や
す
い
…
…
。
し

た
が
っ
て
、拡
散
さ
れ
た
利
益
は
数
が
多
い
分
、世
の
中
全
体
で
集
計
す
れ
ば
、少
数
の
者
に
集
中
し
た
利
益
の
総
和
よ
り
も
大
き
い
と
し
て
も
、

政
策
形
成
過
程
に
は
後
者
の
ほ
う
が
反
映
さ
れ
る
と
い
う
バ
イ
ア
ス
が
働
く
（
少
数
派
バ
イ
ア
ス
）。
規
制
当
局
が
被
規
制
者
か
ら
頻
繁
に
情
報

を
獲
得
し
た
り
、
人
的
な
交
流
を
な
し
て
い
る
場
合
に
は
、
規
制
の
虜
の
現
象
（Regulatory Capture

）
を
誘
い
、
上
記
少
数
派
バ
イ
ア
ス

に
拍
車
を
掛
け
る
こ
と
に
な
る
。」。
田
村
善
之
「
知
的
財
産
法
か
ら
み
た
民
法
七
〇
九
条
─
プ
ロ
セ
ス
志
向
の
解
釈
論
の
探
求
」
六
一
頁

N
BL936

号
（
二
〇
一
〇
）。
横
倉
尚
「
直
接
規
制
政
策
」
植
草
益
編
『
日
本
の
産
業
組
織 

理
論
と
実
証
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』
三
五
三
頁
（
有
斐

閣
、
一
九
九
五
）。

（
40
）JA

SRA
C

は
五
〇
年
間
以
上
も
文
部
省
官
僚
の
天
下
り
先
と
な
っ
て
い
た
等
、JA

SRA
C

と
文
部
省
の
癒
着
問
題
が
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
41
）
民
放
連
と
の
交
渉
に
際
し
、e-License

が
「
イ
ー
ラ
イ
セ
ン
ス
と
被
審
人
の
録
音
権
の
使
用
料
徴
収
額
の
比
率
に
基
づ
い
た
『
管
理
事
業
者

係
数
』
を
乗
ず
る
こ
と
で
決
定
し
、
そ
れ
を
イ
ー
ラ
イ
セ
ン
ス
が
被
審
人
と
交
渉
し
て
被
審
人
か
ら
受
け
取
ろ
う
と
考
え
て
い
る
…
…
放
送
事

業
者
に
は
放
送
等
使
用
料
の
点
で
負
担
を
か
け
な
い
つ
も
り
で
あ
る
」
と
い
う
提
案
を
、
自
ら
行
っ
て
い
た
。

（
42
）e-License

と
民
放
連
の
間
で
「add-on

」
の
合
意
が
な
さ
れ
た
が
、「add-on

」
さ
れ
る
額
は
曲
別
使
用
料
の
合
計
で
計
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
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て
い
た
。

（
43
）e-License

の
実
際
利
用
分
を
控
除
す
る
方
法
は
許
諾
利
用
契
約
先
に
よ
る
一
〇
〇
％
の
全
曲
報
告
を
前
提
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
立
件
当

時
に
お
い
て
、JA

SRA
C

の
楽
曲
特
定
は
ま
だ
大
半
サ
ン
プ
リ
ン
グ
調
査
の
報
告
に
依
存
し
て
お
り
、
実
際
に
利
用
さ
れ
て
い
た
楽
曲
の
一
部

の
み
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、JA

SRA
C

とe-License

の
利
用
楽
曲
数
を
比
較
し
て
も
、
正
確
な
「
放
送
利
用
割
合
」
を

算
出
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

（
44
）
川
濵
昇
ほ
か
『
モ
バ
イ
ル
産
業
論
：
そ
の
発
展
と
競
争
的
管
政
策
』
一
一
一
頁
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
）
以
下
、（
川
濵
ほ
か
『
モ

バ
イ
ル
産
業
論
』
と
い
う
）。
玉
田
康
成
ほ
か
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
競
争
と
垂
直
制
限
」CPRC

報
告
書
（
二
〇
〇
九
年
三
月
）（http://

w
w
w
.jftc.go.jp/cprc/reports/index.files/cr-0508.pdf

、
二
〇
一
六
年
六
月
二
日
最
終
閲
覧
）。
他
方
で
、
両
面
市
場
（
二
面
市
場
）
と
い

う
概
念
の
定
義
は
必
ず
し
も
統
一
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
の
よ
う
で
あ
る
。

（
45
）
両
面
市
場
（
二
面
市
場
）
で
は
間
接
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
の
存
在
や
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
営
む
主
体
が
各
サ
イ
ド
の
利
用
者
に
対
し
て

市
場
支
配
力
を
保
有
し
て
い
る
特
徴
を
有
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
川
濵
ほ
か
『
モ
バ
イ
ル
産
業
論
』
一
一
一－

一
一
三
頁
。

（
46
）
カ
ー
ル
・
シ
ャ
ピ
ロ
＝
ハ
ル
Ｒ
．
バ
リ
ア
ン
共
著
（
千
本
倖
生
監
訳=

宮
本
喜
一
訳
）『「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
済
」
の
法
則
』
三
〇
九
頁
、
三

一
四
頁
（ID

G

ジ
ャ
パ
ン
、
一
九
九
九
）（
以
下
、
シ
ャ
ピ
ロ=

バ
リ
ア
ン
（
千
本=

宮
本
訳
）『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
済
』
と
い
う
）。

（
47
）W

inner-takes-all

と
は
市
場
で
勝
利
す
る
事
業
者
が
一
社
と
な
る
現
象
で
あ
る
。
た
だ
し
、
文
字
ど
お
り
のtakes-all

で
は
な
く
、
ご
く

小
さ
い
な
が
ら
も
シ
ェ
ア
を
維
持
す
る
他
社
も
存
在
し
て
い
る
。
必
ず
し
も
他
社
が
完
全
に
駆
逐
さ
れ
な
い
の
は
商
品
又
は
役
務
の
差
別
化
の

た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
新
宅
純
二
郎
ほ
か
『
ゲ
ー
ム
産
業
の
経
済
分
析
』
四
五
頁
（
東
洋
経
済
新
報
社
、二
〇
〇
三
）（
以
下
、新
宅
ほ
か
『
ゲ
ー

ム
産
業
分
析
』
と
い
う
）。

（
48
）
同
前
四
一
頁
。

（
49
）
田
中
辰
雄
ほ
か
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
外
部
性
と
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
コ
ス
ト
の
経
済
分
析
」CPRC

報
告
書
七
頁
（
二
〇
〇
五
年
一
一
月
）（https://

w
w
w
.jftc.go.jp/cprc/reports/index.files/cr-0605.pdf

、
二
〇
一
六
年
六
月
二
日
最
終
閲
覧
）（
以
下
、
田
中
ほ
か
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
外
部

性
と
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
コ
ス
ト
」
と
い
う
）。
こ
の
説
明
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
ユ
ー
ザ
ー
間
に
生
じ
る
直
接
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
効
果
に
対
し
て
、「
間
接
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
は
異
な
る
グ
ル
ー
プ
の
ユ
ー
ザ
ー
間
に
生
じ
る
」（
川
濵
ほ
か
『
モ
バ
イ
ル
産
業
論
』
一
一

〇
頁
（
東
京
大
学
出
版
会
、二
〇
一
〇
））。
例
え
ば
ゲ
ー
ム
産
業
で
は
、あ
る
メ
ー
カ
ー
の
ゲ
ー
ム
機
（
あ
る
財
）
は
と
て
も
人
気
で
購
入
者
（
購
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入
者
サ
イ
ド
）
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
そ
の
機
種
で
稼
働
で
き
る
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
（
ソ
フ
ト
の
サ
イ
ド
は
補
完
財
）
も
多
く
開
発
・
提
供
さ

れ
る
。
そ
の
た
め
、同
機
種
の
購
入
者
も
、よ
り
多
く
の
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
を
選
択
・
体
験
で
き
る
と
い
う
増
大
さ
れ
た
便
益
を
得
ら
れ
る
。
ｉ
モ
ー

ド
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
お
い
て
、
一
方
の
サ
イ
ド
に
コ
ン
テ
ン
ツ
を
利
用
す
る
加
入
者
が
存
在
し
、
も
う
一
方
の
サ
イ
ド
に
コ
ン
テ
ン
ツ
や
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
様
々
な
事
業
者
が
存
在
す
る
。
こ
こ
に
も
間
接
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
が
存
在
す
る
の
で
、
仮
に
ｉ
モ
ー
ド
の

コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
者
が
増
加
す
れ
ば
ｉ
モ
ー
ド
の
加
入
者
も
増
加
し
、
ｉ
モ
ー
ド
の
加
入
者
が
増
加
す
れ
ば
ｉ
モ
ー
ド
の
コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
者

も
増
加
す
る
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
は
、
訪
れ
る
客
が
多
い
モ
ー
ル
に
出
店
す
れ
ば
売
り
上
げ
の
増
加
に
繋
が
る
の
で
、
よ
り
多
く
の
テ

ナ
ン
ト
が
そ
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
出
店
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
出
店
す
る
テ
ナ
ン
ト
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
欲
し
い
商
品
を
一

つ
の
集
約
さ
れ
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
中
、
し
か
も
各
店
の
競
争
に
よ
る
お
得
な
価
格
で
客
は
購
入
で
き
る
と
い
う
便
益
が
増
加
す
る
の

で
、
よ
り
多
く
の
買
い
物
客
が
そ
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
50
）
両
サ
イ
ド
の
連
動
し
て
い
る
正
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
現
象
はJA

SRA
C

と
い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
存
在
を
介
し
て
自
然
に
発
生
し
、
両

サ
イ
ド
間
の
直
接
交
渉
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
（
こ
の
点
は
一
万
六
千
も
超
え
る
権
利
者
た
ち
と
無
数
の
利
用
者
た
ち
が
お
互
い

に
呼
び
か
け
合
い
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
内
で
調
整
を
行
い
、
一
斉
にJA

SRA
C

を
利
用
す
る
こ
と
の
困
難
を
想
像
し
て
み
れ
ば
容
易

に
理
解
で
き
る
こ
と
で
あ
る
）。
視
点
を
変
え
る
と
、
権
利
者
た
ち
と
利
用
者
た
ち
が
互
い
に
呼
び
か
け
合
い
、JA

SRA
C

の
利
用
を
や
め
て

一
斉
に
ほ
か
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
切
り
替
え
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
に
く
い
の
で
あ
る
。

（
51
）
ロ
ッ
ク
イ
ン
効
果
に
関
連
す
る
文
献
と
し
て
例
え
ば
、秋
吉
浩
志
「『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
外
部
性
』
が
存
在
す
る
市
場
の
特
徴
に
つ
い
て
─
ス
イ
ッ

チ
ン
グ
コ
ス
ト
と
ロ
ッ
ク
イ
ン
効
果
の
基
礎
的
考
察
─
」
九
州
情
報
大
学
研
究
論
集
一
二
巻
七
頁
（
二
〇
一
〇
）、
依
田
高
典
「
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
・
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
分
析
と
情
報
通
信
政
策
」
社
會
科
學
研
究
：
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
紀
要
六
〇
巻
三
・
四
号
四
一
頁
（
二
〇
〇
九
）、

柳
川
隆=

川
濵
昇
編
『
競
争
の
戦
略
と
政
策
』
二
七
五
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
）
参
照
。

（
52
）
シ
ャ
ピ
ロ=

バ
リ
ア
ン
（
千
本=

宮
本
訳
）『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
済
』
二
三
八－

二
三
九
頁
、
二
六
一
頁
、
二
七
二
頁
。

（
53
）
新
宅
ほ
か
『
ゲ
ー
ム
産
業
分
析
』
四
六
頁
。

（
54
）JA
SRA

C

の
公
表
資
料
で
掲
載
さ
れ
て
い
るJA

SRA
C

と
管
理
契
約
を
締
結
し
て
い
る
外
国
の
管
理
団
体
数
（http://w

w
w
.jasrac.

or.jp/intl/

、
二
〇
一
六
年
六
月
一
日
最
終
閲
覧
）。
ま
た
二
〇
一
六
年
時
点
の
合
計
は
一
二
二
団
体
で
あ
っ
た
。
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JA
SRA

C

と
管
理
契
約
を
締
結
し
て
い
る
団
体
数

演
奏
権

録
音
権

合
計

直
接
契
約

九
二
団
体

六
五
団
体

一
〇
二
団
体

間
接
契
約

一
八
団
体

一
九
団
体

二
三
団
体

合　
　

計

一
一
〇
団
体

　

九
三
ヵ
国
四
地
域

　
（
仏
領
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア/

香
港/

台
湾/
マ
カ
オ
）

八
四
団
体

　

七
〇
ヵ
国
三
地
域

　
（
仏
領
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア/

香
港/

台
湾
）

一
二
二
団
体
（
※
注
）

　

九
三
ヵ
国
四
地
域

　
（
仏
領
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア/

香
港/

台
湾/

マ
カ
オ
）

　
　
（
※EA

U

（
エ
ス
ト
ニ
ア
）、A

K
K
A
-LA
A

（
ラ
ト
ビ
ア
）、LA

T
GA
-A

（
リ
ト
ア
ニ
ア
）
は
演
奏
権
が
直
接
契
約
、
録
音
権
が
間
接
契
約
の

た
め
、
二
重
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
直
接
契
約
団
体
数
（
一
〇
二
）
と
間
接
契
約
団
体
数
（
二
三
）
の
和
が
、
合
計
団
体
数
（
一

二
二
）
と
一
致
し
て
い
な
い
。）

（
55
）
安
藤
『
基
礎
編
』
一
五
六
頁
、
一
八
一
頁
。

（
56
）JA

SRA
C

の
公
表
資
料
で
「
国
際
間
の
著
作
権
管
理
」
に
関
す
る
説
明
部
分
を
参
照
さ
れ
た
い
（http://w

w
w
.jasrac.or.jp/contract/

m
em
ber/faq.htm

l#06_2

、
二
〇
一
六
年
六
月
二
日
に
最
終
閲
覧
）。
ま
た
、
安
藤
准
教
授
（
こ
の
職
名
は
二
〇
一
六
年
六
月
時
点
で
公
表
さ

れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
）
も
著
書
の
中
で
、
作
家
がJA

SRA
C

の
会
員
に
な
る
こ
と
は
得
策
だ
と
説
明
し
て
い
る
（
安
藤
『
基
礎
編
』
一
五
五

頁
）。

（
57
）
安
藤
『
基
礎
編
』
七
八－

七
九
頁
。

（
58
）
例
え
ば
、JA

SRA
C

の
『
著
作
権
信
託
契
約
約
款
』（
二
〇
一
五
年
七
月
三
日
届
出
）
第
三
条
第
一
項
。
同
条
項
に
よ
り
、
音
楽
作
家
は

JA
SRA

C

と
信
託
契
約
を
交
わ
す
た
め
に
は
、音
楽
作
家
が
今
ま
で
創
作
し
た
作
品
の
著
作
権
だ
け
で
な
く
、「
将
来
取
得
す
る
全
て
の
著
作
権
」

も
す
べ
てJA

SRA
C

に
移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
来
は
音
楽
作
家
の
立
場
に
立
て
ば
、
現
在
に
お
い
て

ま
だ
創
作
し
て
お
ら
ず
、
将
来
に
創
作
し
て
い
く
音
楽
作
品
の
管
理
をJA

SRA
C

に
信
託
す
る
か
、
そ
れ
と
も
他
の
新
規
管
理
事
業
者
に
委
託

す
る
か
を
選
択
す
る
権
利
が
保
障
さ
れ
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
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（
59
）JA

SRA
C

の
公
表
デ
ー
タ
（http://w

w
w
.jasrac.or.jp/profile/outline/m

em
ber.htm

l

、
二
〇
一
六
年
六
月
一
日
最
終
閲
覧
）。

（
60
）
安
藤
『
基
礎
編
』
三
三
八－

三
四
一
頁
。

（
61
）
安
藤
『
基
礎
編
』
一
一
二－

一
一
三
頁
。

（
62
）
他
方
で
、
管
理
方
法
に
お
け
る
特
徴
に
つ
い
て
も
補
足
し
て
お
き
た
い
。
効
率
性
が
求
め
ら
れ
る
音
楽
著
作
権
管
理
事
業
に
お
い
て
、
各
利

用
形
態
（
支
分
権
）
の
特
質
や
大
口
利
用
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
管
理
事
業
者
に
よ
る
包
括
許
諾
と
包
括
徴
収
、
即
ち
包
括
契
約
と
い
う
管
理
形

態
が
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
管
理
事
業
の
仕
組
み
に
お
け
る
特
徴
と
言
え
る
。
例
え
ば
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
等
で
の
生
演
奏
や
カ
ラ

オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
、
業
務
用
通
信
カ
ラ
オ
ケ
、
放
送
、
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
配
信
等
の
利
用
形
態
に
お
い
て
包
括
契
約
に
基
づ
く
楽
曲
の
包
括
許

諾
と
使
用
料
の
包
括
徴
収
が
従
来
か
ら
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
他
方
で
、
包
括
契
約
は
諸
外
国
の
集
中
管
理
団
体
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
際
的
に
も
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
管
理
形
態
、
一
種
の
取
引
慣
行
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

（
63
）
身
近
の
例
で
、
例
え
ば
、
日
本
勢
が
圧
倒
的
に
強
か
っ
た
家
電
産
業
の
日
本
国
内
市
場
に
お
い
て
も
、
中
国
や
韓
国
メ
ー
カ
ー
の
追
い
上
げ

や
買
収
に
よ
り
、
一
昔
で
は
予
想
さ
れ
な
か
っ
た
勢
力
図
の
劇
的
な
変
化
が
起
き
て
い
る
。

（
64
）
新
宅
ほ
か
『
ゲ
ー
ム
産
業
分
析
』
七
一
頁
。

（
65
）
説
明
図
に
は
フ
ァ
ミ
コ
ン
、
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ミ
コ
ン
及
び
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
三
つ
の
世
代
（
山
）
の
推
移
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ほ
か
の
ゲ
ー
ム
機
器
も
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
で
販
売
さ
れ
て
い
た
が
、
シ
ェ
ア
を
拡
大
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
両
面
市
場
（
二
面
市
場
）
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
効
果
（
言
い
換
え
る
と
「W

inner-takes-all

」）
に
よ
り
、「
一
つ
の
世
代
の
中
で
は
勝
利
す
る
ハ
ー
ド
は
一
種
類
」
に
集
約
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
新
宅
ほ
か
『
ゲ
ー
ム
産
業
分
析
』
一
七
頁
、
四
五
頁
。

（
66
）
新
宅
ほ
か
『
ゲ
ー
ム
産
業
分
析
』
六
一
頁
。

（
67
）
田
中
辰
雄
教
授
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
（
新
宅
ほ
か
『
ゲ
ー
ム
産
業
分
析
』
四
四
頁
、
四
七
頁
、
六
〇－

六
三
頁
）。

　
　
　
「『
世
代
が
切
り
替
わ
る
と
き
は
外
部
性
の
効
果
は
失
わ
れ
、
新
た
に
競
争
が
ゼ
ロ
か
ら
始
ま
る
。』。『
一
つ
の
世
代
内
で
は
ロ
ッ
ク
イ
ン
効
果

が
認
め
ら
れ
る
が
、
世
代
が
切
り
替
わ
る
と
き
に
ロ
ッ
ク
は
解
か
れ
る
。』。『
世
代
が
代
わ
る
と
ロ
ッ
ク
イ
ン
が
崩
れ
る
の
は
、
世
代
間
で
ゲ
ー

ム
機
の
互
換
性
が
保
た
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。』。『
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
パ
ソ
コ
ン
Ｏ
Ｓ
の
場
合
、
す
で
に
Ｐ
Ｃ
上
で
標
準
を
獲
得
し
て
か
ら
一

〇
～
一
五
年
近
く
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
保
ち
続
け
て
い
る
こ
と
と
比
べ
る
と
、
ゲ
ー
ム
機
で
の
ロ
ッ
ク
イ
ン
期
間
の
五
年
は
い
か
に
も
短
く
、

ロ
ッ
ク
イ
ン
と
い
う
用
語
の
語
感
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
な
ぜ
ゲ
ー
ム
機
で
は
世
代
が
切
り
替
わ
る
と
き
に
ロ
ッ
ク
イ
ン
が
崩
れ
る
の
か
が
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次
の
問
い
と
し
て
浮
か
ん
で
く
る
。』。『
ゲ
ー
ム
機
で
世
代
交
代
と
と
も
に
ロ
ッ
ク
イ
ン
が
崩
れ
る
直
接
の
理
由
は
、
世
代
間
で
ハ
ー
ド
に
互
換

性
が
保
た
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
…
…
ゲ
ー
ム
機
の
場
合
は
、
互
換
性
が
な
い
た
め
、
新
し
い
世
代
に
移
行
す
る
と
、
新
規
参
入
し
た
メ
ー

カ
ー
の
ゲ
ー
ム
機
も
、
既
存
メ
ー
カ
ー
の
ゲ
ー
ム
機
も
同
等
の
条
件
で
競
争
を
行
う
。
…
…
ゲ
ー
ム
機
メ
ー
カ
ー
が
（
パ
ソ
コ
ン
の
場
合
に
は

成
功
を
収
め
た
）
互
換
性
を
保
つ
戦
略
を
と
ら
な
い
の
は
…
…
一
つ
の
有
力
な
答
え
は
、
過
去
の
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
が
ユ
ー
ザ
ー
の
関
心
事
で
は

な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。』。『
一
般
的
に
発
売
か
ら
一
か
月
の
間
に
全
売
上
の
六
割
近
く
を
達
成
す
る
。』。『
こ
の
点
は
、
過
去
に
発
売
さ
れ
た

製
品
で
も
、
よ
い
も
の
は
ず
っ
と
使
い
続
け
る
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
世
界
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
こ
の
違
い
の
背
後
に
は
、
一
度

や
り
つ
く
し
た
ゲ
ー
ム
は
飽
き
て
し
ま
う
の
で
く
り
か
え
し
て
や
ら
な
い
…
…
。
ゲ
ー
ム
機
器
メ
ー
カ
ー
が
新
世
代
機
を
出
す
と
き
に
互
換
性

を
維
持
し
な
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
特
性
を
理
解
し
て
い
る
か
ら
と
解
釈
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
ロ
ッ

ク
イ
ン
が
世
代
交
代
と
と
も
に
崩
れ
る
真
の
原
因
は
、
ユ
ー
ザ
ー
が
過
去
の
作
品
（
ゲ
ー
ム
タ
イ
ト
ル
）
に
関
心
を
払
わ
ず
、
常
に
現
在
と
そ

し
て
将
来
の
作
品
に
関
心
を
払
い
続
け
る
と
い
う
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
特
性
に
求
め
ら
れ
る
』。」。

（
68
）
新
宅
ほ
か
『
ゲ
ー
ム
産
業
分
析
』
六
三
頁
。

（
69
）
こ
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

ユ
ー
ザ
ー
が
新
し
い
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
を
体
験
し
た
い
た
め
に
ゲ
ー
ム
機
器
を
購
入
し
機
器
の
販
売
数
を
押
し
上
げ
る
が
、
ひ
と
た
び
ゲ
ー
ム

の
ス
ト
ー
リ
ー
（
内
容
）
を
全
部
体
験
し
終
え
る
と
同
ソ
フ
ト
へ
の
興
味
を
失
い
、前
作
（
古
い
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
）
を
上
回
る
ゲ
ー
ム
の
刺
激
（
ス

ト
ー
リ
ー
の
追
加
や
従
来
を
上
回
る
ゲ
ー
ム
画
面
の
視
覚
効
果
の
向
上
等
）
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
。
旧
型
機
器
で
は
そ
の
よ
う
な
新
し
い
需

要
へ
の
対
応
に
は
、
物
理
的
に
限
界
が
あ
る
（
例
え
ば
、
フ
ァ
ミ
コ
ン
で
プ
レ
イ
す
る
ユ
ー
ザ
ー
が
体
験
で
き
る
ゲ
ー
ム
ス
ト
ー
リ
ー
の
成
熟

度
や
視
覚
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
は
、
所
詮
フ
ァ
ミ
コ
ン
の
次
元
に
止
ま
る
も
の
と
な
る
。
た
だ
し
、
新
型
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
、

Ｐ
Ｃ
に
類
似
す
る
機
能
を
備
え
持
つ
機
種
の
登
場
に
よ
り
、
対
応
能
力
が
大
幅
に
ア
ッ
プ
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。）。

　
　
　

そ
の
た
め
、
ゲ
ー
ム
機
器
メ
ー
カ
ー
が
旧
型
を
売
り
続
け
て
も
、
既
存
の
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
（
特
に
人
気
タ
イ
ト
ル
）
が
大
多
数
の
ユ
ー
ザ
ー

に
プ
レ
イ
さ
れ
て
い
た
時
点
で
、ゲ
ー
ム
機
器
の
販
売
数
の
減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
（
ゲ
ー
ム
業
界
で
は
ユ
ー
ザ
ー
が
自
己
の
興
味
を
持
つ
ゲ
ー

ム
ソ
フ
ト
し
か
プ
レ
イ
し
な
い
傾
向
が
強
い
た
め
、
ゲ
ー
ム
機
器
は
人
気
の
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
を
プ
レ
イ
し
た
後
に
、
転
売
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
よ
く
あ
る
。
ま
た
、
如
何
な
る
ゲ
ー
ム
機
で
あ
ろ
う
と
、
そ
れ
を
使
い
プ
レ
イ
で
き
る
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
の
タ
イ
ト
ル
に
限
り
が
あ
る
。）。
需

要
を
掘
り
起
こ
す
た
め
に
、
新
た
な
需
要
を
満
た
す
ゲ
ー
ム
機
器
を
新
た
に
開
発
・
披
露
（
販
売
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
新
型
の
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開
発
に
お
い
て
、「
ユ
ー
ザ
ー
が
過
去
の
作
品
（
ゲ
ー
ム
タ
イ
ト
ル
）
に
関
心
を
払
わ
ず
、
常
に
現
在
そ
し
て
将
来
の
作
品
に
関
心
を
払
い
続
け

る
」
こ
と
か
ら
、
互
換
性
を
重
視
す
る
必
要
も
な
か
っ
た
。

（
70
）
シ
ン
プ
ル
に
使
用
料
の
分
配
額
で
順
位
を
決
め
ら
れ
る
だ
け
に
、
受
賞
音
楽
作
品
が
創
作
的
に
優
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
作
品
の
宣

伝
運
営
も
ビ
ジ
ネ
ス
的
に
成
功
し
て
い
る
こ
と
も
示
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、JA

SRA
C

賞
を
受
賞
す
る
こ
と
は
受
賞
作
品
の
作
曲
家
・
作
詞
家

に
と
っ
て
も
、
音
楽
出
版
者
や
レ
コ
ー
ド
会
社
に
と
っ
て
も
、
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
賞
は
一
九
八
二
年
に
始
ま
り
、
二
〇
一
六

年
で
三
四
回
を
迎
え
た
。

（
71
）
ハ
イ
レ
ゾ
に
つ
い
て
、N

H
K

の
「
お
は
よ
う
日
本
」（
二
〇
一
四
年
一
一
月
二
八
日
）
で
も
報
道
さ
れ
た
。
ま
た
、「『
ハ
イ
レ
ゾ
バ
ブ
ル
』

に
沸
く
音
響
業
界 
膨
ら
む
経
済
圏
」
日
本
経
済
新
聞
電
子
版
二
〇
一
五
年
一
月
一
五
日
で
も
報
道
さ
れ
て
い
る
。

（
72
）
他
方
で
、
音
楽
配
信
な
ど
音
楽
を
聴
く
メ
デ
ィ
ア
も
変
化
し
て
い
る
中
、
ア
ナ
ロ
グ
レ
コ
ー
ド
（
ア
ナ
ロ
グ
盤
）
を
見
直
す
動
き
が
出
て
き

て
い
る
（「
ア
ナ
ロ
グ
レ
コ
ー
ド 
復
権
の
流
れ
」
読
売
新
聞
電
子
版
（Y

O
M
IU
RI O

N
LIN
E

）
二
〇
一
五
年
一
月
二
二
日
）。
再
燃
す
る
人
気

に
あ
や
か
ろ
う
と
、高
級
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
発
売
し
た
り
、都
心
部
へ
専
門
店
を
出
店
し
た
り
す
る
動
き
も
活
発
に
な
っ
て
い
る
（「
再
燃
、レ
コ
ー

ド
人
気　

生
産
が
増
加
・Perfum

e
も
新
譜
」
朝
日
新
聞
電
子
版
二
〇
一
四
年
七
月
一
九
日
）。

（
73
）「
全
国
劇
場
・
音
楽
堂
等
総
合
情
報
サ
イ
ト
」（http://w

w
w
.zenkoubun.jp/search/index.htm

l

）
の
検
索
デ
ー
タ
に
基
づ
く
（
二
〇
一

六
年
五
月
一
八
日
最
終
閲
覧
）。

（
74
）
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
経
営
情
報
誌
『Fitness Business
』（
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
編
集
部
）
が
調
査
・
公
表
し
た
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
業
界
の
デ
ー

タ
に
基
づ
く
（http://w
w
w
.fitnessclub.jp/business/date/prediction.htm

l

、
二
〇
一
六
年
五
月
一
八
日
最
終
閲
覧
）。

（
75
）
日
本
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
協
会
の
公
開
デ
ー
タ
（http://w

w
w
.jcsc.or.jp/sc_data/data/overview

、
二
〇
一
六
年
五
月
九
日
最
終

閲
覧
）。

（
76
）
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
研
究
所
掲
載
の
デ
ー
タ（http://w

w
w
.fb-soken.com

/basic_data01.htm
l

、二
〇
一
六
年
六
月
二
日
最
終
閲
覧
）。

（
77
）BGM

を
流
す
施
設
の
著
作
権
管
理
を
開
始
し
た
二
〇
〇
二
年
当
時
は
、
ほ
と
ん
ど
の
施
設
が
業
務
用BGM

を
利
用
し
て
い
た
。
業
務
用

BGM

の
場
合
、
音
源
を
提
供
し
て
い
る
日
本BGM

協
会
及
び
全
国
有
線
音
楽
放
送
協
会
加
盟
社
な
ど
が
施
設
に
代
わ
っ
てJA

SRA
C

に
著

作
権
の
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
適
法
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
数
年
、BGM

の
音
源
が
多
様
化
（
市
販
の
Ｃ
Ｄ
、

携
帯
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
パ
ソ
コ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
等
）
し
て
き
た
。
こ
う
し
たBGM

の
利
用
に
つ
い
て
は
、
利
用
す
る
施
設
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ご
と
に
個
別
に
著
作
権
の
手
続
き
を
行
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
が
、
い
ま
だ
に
手
続
き
が
行
わ
れ
て
い
な
い
施
設
が
多
く
存
在
し
て
い
る
。

　
　
　

こ
の
よ
う
な
背
景
で
、
二
〇
一
五
年
頃
か
ら
全
国
各
地
に
所
在
す
るJA

SRA
C

の
支
部
は
、BGM

を
利
用
し
て
い
な
が
ら
音
楽
著
作
権
の

手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
全
国
の
事
業
者
・
施
設
（
美
容
室
、
理
容
店
、
ア
パ
レ
ル
店
、
飲
食
店
他
）
に
対
し
、
一
斉
に
民
事
調
停
を
裁
判
所

に
申
し
立
て
る
措
置
を
執
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
78
）
例
え
ば
ゲ
ー
ム
産
業
で
一
九
八
四
年
頃
に
は
「
フ
ァ
ミ
コ
ン
」
が
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
保
有
し
て
い
た
が
、
一
九
九
一
年
頃
に
な
る
と
世
代

交
代
が
起
き
て「
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ミ
コ
ン
」が
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、一
九
九
六
年
頃
再
び
世
代
交
代
が
起
き
、

「
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ゲ
ー
ム
産
業
に
お
い
て
独
占
に
近
い
状
態
が
形
成
さ
れ
易
い
も

の
の
、
世
代
交
代
も
早
い
周
期
で
起
き
て
い
る
。
ゲ
ー
ム
産
業
に
お
け
る
シ
ェ
ア
の
推
移
や
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
新
宅
ほ
か
『
ゲ
ー
ム
産
業

分
析
』
第
二
章
を
参
照
。

（
79
）
こ
れ
ら
の
事
業
分
野
の
競
争
状
況
に
つ
い
て
、
姜
「
音
楽
著
作
権
管
理
に
お
け
る
独
占
問
題
と
独
禁
法
」
付
記
【
資
料
四
】
を
参
照
さ
れ
た

い
（http://hdl.handle.net/2115/59660

）。

（
80
）
増
田
辰
良
「
航
空
法
の
改
正
と
競
争
的
管
理
政
策
」
北
海
学
園
大
学
法
学
研
究
四
〇
巻
三
号
六
三
二
頁
（
二
〇
〇
四
）。

（
81
）
吉
田
茂
＝
橋
本
健
司
「
コ
ン
テ
ス
タ
ブ
ル
理
論
に
お
け
る
ヒ
ッ
ト
エ
ン
ド
ラ
ン
戦
略
に
関
す
る
一
考
察
」
神
戸
商
船
大
学
紀
要
．
第
一
類
、

文
科
論
集
三
九
号
一
三
九
頁
（
一
九
九
〇
）。

（
82
）
コ
ン
テ
ス
タ
ブ
ル
市
場
の
代
表
モ
デ
ル
と
さ
れ
て
き
た
航
空
産
業
で
さ
え
、
コ
ン
テ
ス
タ
ブ
ル
市
場
に
必
要
と
さ
れ
る
要
件
が
満
た
さ
れ
て

い
る
と
は
言
い
が
た
い
と
い
う
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
長
岡
貞
男=

平
尾
由
紀
子『
産
業
組
織
の
経
済
学（
第
二
版
）』一
二
五
頁（
日

本
評
論
社
、
二
〇
一
三
）。
今
川
拓
郎
「
コ
ン
テ
ス
タ
ブ
ル
市
場
の
虚
像
」（
日
本
経
済
新
聞
『IT

+PLU
S

』
電
子
版
ネ
ッ
ト
時
評
二
〇
〇
二
年

一
一
月
二
七
日
）。
奥
野
教
授
と
小
野
教
授
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
い
う
ま
で
も
な
く
、
コ
ン
テ
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
考
え
方
は
現
実
の
多

く
の
産
業
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
理
論
か
ら
得
ら
れ
る
政
策
的
結
論
は
注
意
深
く
解
釈
す
る
必
要
が
あ
る
」（
奥
野
ほ
か

『
交
通
政
策
の
経
済
学
』
一
一
四
頁
）。

（
83
）
野
方
宏
「
コ
ン
テ
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
理
論
に
つ
い
て
─
そ
の
批
判
的
検
討
─
一
─
」『
神
戸
外
大
論
叢
』（
一
九
八
七
）
三
八
巻
四
号
三
六
頁
。

（
84
）
奥
野
正
寛
ほ
か
編
『
交
通
政
策
の
経
済
学
』
一
〇
五－

一
〇
六
頁
（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
九
一
）（
以
下
、
奥
野
ほ
か
『
交
通
政
策
の
経

済
学
』
と
い
う
）。



論　　　説

北法67（2・54）388

（
85
）JA

SRA
C

の
違
法
音
楽
配
信
サ
イ
ト
対
策
の
根
幹
を
な
し
て
い
る
監
視
シ
ス
テ
ム
と
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
音
楽
配
信
管

理
シ
ス
テ
ム
「JA

SRA
C N
ET
O
RCH

EST
RA
 SY
ST
EM

」
の
中
の
一
機
能
で
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
二
三
日
か
ら
稼
動
し
て
い
る
。
一
カ

月
あ
た
り
の
検
索
能
力
は
、
約
五
四
〇
万
件
以
上
。
対
象
と
な
る
音
楽
関
連
フ
ァ
イ
ル
は
、H

T
M
L

・JPEG

・GIF

・M
P3

・M
ID
I

な
ど
。

「J-M
U
SE

」
の
使
用
に
よ
っ
て
、二
〇
一
一
年
度
は
一
一
〇
、二
二
七
件
の
違
法
フ
ァ
イ
ル
が
削
除
さ
れ
、二
〇
〇
二
年
一
〇
月
か
ら
の
違
法
フ
ァ

イ
ル
の
累
計
削
除
数
は
六
二
一
、
一
八
八
件
に
な
る
。
詳
細
はJA
SRA

C

の
二
〇
一
二
年
定
例
記
者
会
見
資
料
『
二
〇
一
一
年
度JA

SRA
C

事
業
の
概
要
』（
二
〇
一
二
年
五
月
二
三
日
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
86
）
詳
細
は
本
稿
第
五
章
第
三
節
三
の
（
一
）「『
演
奏
権
等
』
はJA

SRA
C

で
し
か
管
理
で
き
な
い
の
が
現
状
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
87
）
広
瀬
弘
毅
「
コ
ン
テ
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
理
論
と
は
何
だ
っ
た
の
か
」
経
済
セ
ミ
ナ
ー
四
九
四
号
四
五
頁
（
一
九
九
六
）（
以
下
、
広
瀬
「
コ
ン
テ

ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
と
い
う
）。

（
88
）
奥
野
教
授
と
増
田
教
授
は
航
空
市
場
に
参
入
す
る
の
に
機
体
等
の
設
備
費
用
だ
け
で
な
く
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
予
約
シ
ス
テ
ム
や
空
港
使
用

料
、整
備
費
と
い
っ
た
直
接
費
用
の
ほ
か
に
、乗
客
サ
ー
ビ
ス
費
や
販
売
促
進
費
、社
員
教
育
費
等
の
間
接
費
用
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
（
奥

野
ほ
か
『
交
通
政
策
の
経
済
学
』
一
八
九
頁
。
増
田
「
航
空
競
争
」
六
三
六
頁
。
公
共
事
業
学
会
編
『
現
代
公
益
事
業
の
規
制
と
競
争
：
規
制

緩
和
へ
の
新
潮
流
』
二
三
七
頁
（
電
力
新
報
社
、
一
九
八
九
）（
以
下
、「
公
共
事
業
学
会
『
現
代
公
益
事
業
の
規
制
と
競
争
』
と
い
う
」）。
こ

の
点
に
関
す
る
も
っ
と
詳
し
い
説
明
はP.S.
デ
ン
プ
シ
ー&

A
.R.

ゲ
ー
ツ
著
（
吉
田
邦
郎
ほ
か
訳
）『
規
制
緩
和
の
神
話
─
米
国
航
空
輸
送
産

業
の
経
験
』
二
三
七－

二
三
八
頁
（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
六
）
を
参
照
）。

　
　
　

ま
た
、
こ
の
点
に
つ
い
て
野
本
了
三
教
授
が
航
空
市
場
の
コ
ン
テ
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
性
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
実
証
研
究
を
整
理
し
次
の
よ
う

に
紹
介
し
て
い
る
。

　
　
　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
サ
ー
ビ
ス
の
質
に
対
す
る
信
頼
性
及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
路
線
構
造
に
お
い
て
新
規
参
入
航
空
会
社
と
既
存
航
空
会
社
の
間

に
実
質
的
差
異
が
存
在
し
て
い
る
た
め
、
乗
客
は
既
存
航
空
会
社
に
よ
る
飛
行
に
対
し
て
選
好
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
サ
ン
ク
コ
ス
ト

と
も
係
っ
て
く
る
。
新
た
に
参
入
し
た
航
空
会
社
が
乗
客
の
選
好
を
打
ち
破
り
、
多
数
の
乗
客
の
間
に
確
立
す
る
た
め
に
は
か
な
り
の
時
間
と

資
金
を
か
け
た
広
告
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
費
用
は
市
場
へ
の
参
入
と
結
び
つ
い
た
サ
ン
ク
コ
ス
ト
に
な
り
、
市
場
を
コ
ン
テ
ス
タ
ブ
ル
な
状

態
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
に
な
る
（
野
本
了
三
「
コ
ン
テ
ス
タ
ブ
ル
市
場
仮
説
の
検
定
」 

広
島
大
学
経
済
論
叢
一
一
巻
四
号
一
三
三
頁
参
照
（
一

九
八
八
）（
以
下
、
野
本
「
コ
ン
テ
ス
タ
ブ
ル
市
場
検
定
」
と
い
う
）。
広
瀬
「
コ
ン
テ
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
四
五
頁
（
一
九
九
六
））。
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前
記
と
ほ
ぼ
同
趣
旨
で
依
田
高
典
教
授
の
論
文
に
も
航
空
市
場
の
参
入
コ
ス
ト
に
関
す
る
検
証
を
紹
介
し
て
い
る
（
依
田
高
典
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
（
三
）
コ
ン
テ
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
理
論
と
規
制
緩
和
（
後
）」
経
済
セ
ミ
ナ
ー
五
三
三
号
一
〇
一
頁
（
一
九
九
九
）（
以
下
、

依
田
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
（
三
）」
と
い
う
））。
日
本
航
空
市
場
の
参
入
事
例
を
見
る
と
、
例
え
ばA

D
O

が
新
千
歳
─
羽
田

線
に
新
規
参
入
し
た
際
に
、
機
体
整
備
や
地
上
で
の
貨
客
業
務
等
を
競
争
相
手
で
あ
るJA

L

に
委
託
し
、
年
間
二
六
億
円
も
委
託
料
を
支
払
っ

て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
参
入
時
の
こ
う
し
た
高
コ
ス
ト
に
は
固
定
費
用
の
意
味
合
い
が
あ
り
、
か
つ
退
出
時
に
回
収
不
可
能
な
サ
ン
ク
コ

ス
ト
的
な
性
質
が
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
参
入
事
業
者
は
既
存
事
業
者
と
比
べ
て
費
用
条
件
が
不
利
に
な
り
、
航
空
市
場

の
サ
ン
ク
コ
ス
ト
や
参
入
障
壁
が
小
さ
い
と
言
え
る
か
ど
う
か
は
実
に
疑
問
で
あ
る
（
増
田
「
航
空
競
争
」
六
三
四
頁
・
六
三
六
頁
。）。
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